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RUINS IN CENTRAL EASTERN AREA OF SRI LANKA
at the jungle of Amban Ganga Basin and the outskirts

(English Summary)

 This is a report based on researches for the ruins in the jungle area of Amban Ganga 
Basin in Sri Lanka which took place from 2011 to 2013 by the joint team with Japanese 
NPO-SARERS (South Asian Ruins Exploration and Research Society) and the Sri Lankan 
Department of Archaeology.
 The purpose of these researches was to accumulate fundamental data of unsealed ruins 
of Ancient Sri Lankan Civilization such as Buddhist monasteries, castles or forts, and 
irrigation equipment. Those many ruins in this Island, have not been studied academically, 
aside from such well know places like Anuradhapura, Polonnaruwa, and Sigiri.  Needless 
to say the Government Archaeology Department of Sri Lanka is carrying out continuous 
successful work, there still remain a lot of undiscovered ruins in this country due to the 
inaccessible wildness of the terrain.  For example the researches for the jungle area of 
Amban Ganga Basin remain mostly untouched.
 The aim of this project is to take over the research works of the NPO-SARERS 
accomplished since 2009.  The previous project took place in other jungle areas and 
researched more than 10 places of ruins.  This time, we dispatched two expeditions and 
researched over 20 ruins in Ambam Ganga Basin and its outskirts.  Although most of those 
ruins are Buddhist monasteries, several important ruins of ancient irrigation system are 
also included.
 In this report, written by Japanese staffs, after the general information on present 
studies, we have described the data of each ruins.  Described items about each ruins are as 
follows; (1) dates of researches, (2) staffs for research, (3) location, (4) route for approach, 
(5) general conditions and positing of essential parts, (6) conditions of each parts, (7) 
supplementary notes, considerations.
 Last of all a very simple expedition diaries are included with an overview by two 
expedition leaders.
 Further we are deeply grateful to Dr. Senarath Dissanayake the Director General 
Department of Archaeology, all staff of the Department, and many officers including 
Central Cultural Fund staffs who helped us in various ways.  Last but not the least, we 
would also like to express our thanks to many villagers who helped us in the researching 
area.

 Takashi Okamura
 (Director General NPO-SARERS)
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はじめに

　この報告書は、特定非営利活動法人南アジア遺跡探検調査会（略称NPO-SARERS）が、2011年
の夏と2013年の夏にスリランカ中東部の密林地帯で実施した2回にわたる遺跡調査の結果を収録し
たものです。
  私たちのNPOは2008年の発足以来、スリランカ政府の考古局と連携して2009年と2010年にも
同国中東部で遺跡調査を行ってきました。この過去2回の調査結果はすでに報告書『スリランカ・ワ
スゴムワ国立公園周辺の密林遺跡〜 2009年・2010年調査報告』として2012年に刊行しています
ので、本報告書に収めるのは、それに続く調査の結果であり、NPOとしては3回目と4回目の調査
の報告ということになります。このうち一部には2010年に私たちが初めて本格調査を行ったワスゴ
ムワ国立公園西端の大規模寺院遺跡「スドゥカンダ遺跡」の再調査の結果も収録しました。　
　周知のように、インド洋上の島国スリランカは古代からの仏教国であり、北海道よりやや小さめの
国土には、仏教を中心に展開されたさまざまな文化や、人々の生活を偲ばせる遺跡が無数に残されて
います。それらの遺跡は、同国の貴重な歴史遺産であるばかりでなく、仏教を通じて日本とも深いか
かわりがあり、人類共有の文化遺産としても貴重な存在であることは言うまでもありません。
　ところが、そうした貴重な存在であるにもかかわらず、これらの遺跡のほとんどは、いまだ科学の
光が当てられないまま、島の各地に広がる広大なジャングルの中に捨て置かれている状態にあります。
すでに学術的な調査がなされ、観光資源としても活用されているアヌラーダプラやポロンナルワ、シ
ーギリヤなどの一部の有名遺跡を除けば、スリランカでは研究者や予算の不足、自然の障壁、戦乱な
どの理由から、遺跡の調査は遅々として進んでいないのが実状なのです。それだけではなく、開発の
進む地域にあっては遺跡は絶えず盗掘や破壊の危機にさらされています。その背景にはやはり貧困や
住民意識の問題があり、このままでは多くの未知の遺跡が調査もされぬうちに破壊されるという最悪
の状況が進みかねません。
　私たちは、このような現状にあるスリランカの遺跡を何とかできないかと考えて、この事業を計画
し、実行に移してきました。もともとはNPO法人の前身である法政大学探検部出身者のグループが
長年手がけてきた活動ではありますが、今後も現地機関と協力して遺跡調査を進めるとともに、各種
の啓蒙活動などを通じて遺跡保護にも寄与したいと考えています。
　また、これら一連の事業は、「広く一般市民の力を集めて、南アジア諸国に残る未発見・未調査遺
跡を探検調査し、研究や保存のための啓蒙活動を行う」というNPOの設立趣旨に基づいて実施して
いるもので、とくに本報告書に収めた調査の成果は、関東と関西の各大学から参集した学生諸君の献
身的な現地活動と、一般からの幅広いご支援によって得られたものであることを申し添えたいと思い
ます。
　このような私たちの取り組みにご理解をいただき、ご支援を賜った皆さまに心から感謝して、以下、
成果のご報告をお届けする次第です。

 特定非営利活動法人 南アジア遺跡探検調査会
 理事長　岡村　隆



第1章　遺跡調査事業の概要

現地調査の目的と成果
　2011年と2013年のスリランカ遺跡調査は、それぞれが前回の調査で得た成果と課題を引
き継ぐものとして計画された。まず2011年の調査は、2010年のワスゴムワ国立公園内の調
査でおおよその形状を解明した大規模遺跡「スドゥカンダ遺跡」の未発見部分を探査すること
と、入域を予定しながら果たせなかったダストタ地域の探査を目的に隊が組織され、ほぼ目的
に沿った活動が実施できた。また2013年の調査隊は、2011年の隊が未調査遺跡の所在地と
してスリランカ考古局スタッフから聞き及んでいた「ヌワラガルカンダ遺跡群」の探査を目的
に組織され、その目的を果たすとともに周辺の2つの地域で実地調査を行うことができた。
　2011年隊の具体的な成果としては、まずスドゥカンダ遺跡の再調査で所在不明だった仏塔
が発見できたことと、遺跡立地の沢の最下流部に堰堤の跡を発見したことがあげられる。とく
に後者の発見は、寺院内を流れる数本の沢（渓谷部）が、合流部下流の堰堤によって貯水池と
なっていたことを証明するもので、寺院の中核部が貯水池に囲まれた「水上寺院」であったと
いう新事実を明らかにする重要な発見となった。もうひとつの目的であったダストタ地域の探
査では、野象の危険もあって調査できた遺跡が少なく、十分な成果は得られなかったが、代わ
りに古都ポンナルーワの南西に広がる巨大人造湖パラクラマ・サムドラの周辺で多くの遺跡を
確認し、初の実測記録を持ち帰ることができた。
　2013年隊は、当初の予定どおりヌワラガルカンダ遺跡群の探査を行い、南北3kmにも及ぶ
広い範囲で各遺跡を実測調査することができた。また同遺跡の調査後は、現地機関の示唆を得
てガルワッタヘーナ山とカルディヤ・ポクナの2ヵ所で調査を実施し、前者では比丘の修行場
であった8つの岩陰遺跡の地理的分布を把握することができたほか、後者では一部修復のなさ
れている寺院遺跡の、全体の広がりを確認するとともに、現地機関がまだ図面化していない各
遺構の実測調査を行って、そのデータを持ち帰ることができた。
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特定非営利活動法人 南アジア遺跡探検調査会とは

　この調査事業を展開している「南アジア遺跡探検調査会」（英文名 South Asian Ruins　Exploration 
and Research Society, 略称SARERS）は、2008年2月に東京都の認証を受けて発足したNPO法人で、
広く一般市民の力を集めて南アジア諸国に残る未発見・未調査遺跡を探検調査し、研究や保存のための啓
蒙活動を行うことを目的としています。また、現地の人 と々の協力活動を進め、人類共有の歴史文化遺産
である遺跡の保護・修復や、そのための国際協力の推進に寄与することを目指しています。
　スリランカでのこれらの活動は、もともとは1973年以来、法政大学探検部とOB組織が7次にわたって
続けてきた「スリランカ密林遺跡探査隊」の活動を源流としていますが、一般市民や各校学生らを交えた
NPOの発足で新たなスタートを切りました。同国政府考古局と恒常的に連携し、現地住民への遺跡保護
の啓蒙活動や、学用品支援などの福利活動を交えて調査活動を推進しようとしています。また、モルディブ
など南アジアの他地域についても活動計画の立案を進めています。



調査地域の概要
1．スリランカという国
　インド洋の島国スリランカ（セイロン島）は、国土面積が65,607平方キロと北海道より少
し小さく、総人口は2048万人（2013年推計）で、首都は最大の都市コロンボ近郊のスリ・
ジャヤワルダナプラ・コーッテ（人口約14万人）に置かれている。
　島の気候はインド洋のモンスーンの影響を受けるため、大きく二つに分けられ、北部から中
央東部および南東部にかけての全土の約4分の3が「ドライゾーン」で、中央山岳地帯から南
西海岸にかけてが「ウェットゾーン」と呼ばれる。
　ドライゾーンは一般に微高地と平地で、古来、水田稲作と焼畑農業が営まれてきたが、北東
モンスーンの時期（11月〜 3月）にしか雨が降らないために貯水灌漑システムが欠かせず、
シンハラ王朝歴代の王は貯水池など灌漑設備の整備に多くの力を注いできた。
　一方、ウェットゾーンは北東モンスーンの時期だけでなく、南西モンスーン季（5月〜9月）
にも降雨があり、湿潤なために、近世以降は紅茶、ゴム、ココナツのエステートや、天水によ
る水田稲作が発達し、人口密度も高く（総人口のおよそ4分の3がウェットゾーンに居住）、
大きな都市の多くがこちらに集中している。
　現在、スリランカの人口の74%を占めるシンハラ人は、その祖先を遡ると、北インドを故
地とするアーリヤ系民族であるとされ、言語もインド・ヨーロッパ語系であるが、歴史を通じ
て南インド諸民族との混血が進み、少数民族のタミル人と比べても形質人類学上の区別は困難
となってきている。
　歴史上、紀元前に始まる古代シンハラ王朝期には、上記ドライゾーンを中心に文明が栄え、
貯水池灌漑農業が発達するとともに、各地に数多くの仏教寺院が建設された。しかしその間、
南インドからはドラヴィダ系タミル人の侵入が相次ぎ、アヌラーダプラ時代（BC5世紀〜
AD11世紀）、ポロンナルワ時代（11〜 13世紀）と続いてきたシンハラ王朝は、タミル人と
の抗争を繰り返しながら次第に南部へ押されていった。そして最後にはウェットゾーンである
中央高地のキャンディに王都が移される一方、北部や東部にはタミル人が定着するに至った。
すなわち、13世紀を境としてドライゾーン文明は崩壊し、この地方は次第にジャングルの海
に呑み込まれていったのである。
　その後、16世紀初めのポルトガル人による植民地化を皮切りに、スリランカはオランダや
イギリスによる植民地支配の辛酸をなめさせられた。1815年にはイギリスによってシンハラ
王朝最後のキャンディ王朝が滅ぼされ、インドに追放された王に代わって英国総督が、タミル
人地域も含む全島支配者となった。1948年、英連邦内の自治国となり、ようやく植民地支配
からの独立を勝ち取ったスリランカは、その後は社会主義政策の試行や多様な外交展開を通じ
て新生国家の道を歩み始めた。
　しかし、1980年代に入って民族紛争が頻発し、20年以上にわたる内戦状態が続いたことは
周知の通りである。その内戦は、2009年5月、政府軍の軍事的制圧によってようやく終わっ
たが、多くの避難民の処遇や、長年の戦闘によって深まった民族対立感情などの問題は解決さ
れたわけではない。また、内戦終結後の政権が次第に強圧的な内政を進める一方、中国との関
係を急速に深めたことなどから国民の反発も生じ、2014年の選挙では大統領が交代するなど
の経緯もあって、外交や財政再建などを含めた内政の不安定要素が解消するには、まだ時間を
要すると見られている。
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8 —  調査地域の概要

2．調査隊の活動地域
　NPOの発足以来、私たちが4回にわたって続けてきた遺跡調査の対象地域は、スリランカ
全体から見れば、その中央東部の内陸部一帯に限られる。
　具体的には、国内最大の河川マハウェリ川の中流部と、その左岸側（西側）の支流アンバン
川の流域周辺であり、自然保護区として入域が制限されているワスゴムワ国立公園の内部と隣
接区域であると言ってもよい。
　2011年隊はこのうち主にアンバン川の中・下流部の両岸（右岸は国立公園区域）で活動し、
2013年隊はアンバン川中流部から西方へ少し離れた、シーギリヤ南方の一帯をフィールドと
した（16ページ地図参照）。
　これらのうち、ワスゴムワ国立公園は、東をマハウェリ川本流に、西と北を支流のアンバン
川に囲まれた密林地域で、イギリス統治時代の1938年に一部区域が自然保護区に指定され、
1984年に現在の範囲で国立公園に昇格した場所である。現在は政府の野生動物保護局が現地
事務所を置いて管理し、定められたルートをゆく一部区域の観光のほかは、人の出入りはきわ
めて厳しく制限されている。
　しかし、現在でこそ無人のジャングルが広がっているものの、この国立公園一帯は、もとも
とシンハラ王朝の王都があったポロンナルワに近く、13世紀以前には多数の人々が居住する
農村地帯であった。
　ポロンナルワの南西に広がる巨大人造湖パラクラマ・サムドラ（パラクラマ王の海）が象徴
するように、一帯には河川の各所に大小の灌漑用貯水池（ダム）が造られ、また、人工の用水
路（運河）も縦横に引かれて、その高度で細密な水路網が周囲を潤していた。これらの灌漑施
設の痕跡は、崩壊しながら今も残され、無数に残る寺院遺跡などと併せれば、往時の稲作を中
心とする田園地帯の繁栄ぶりと、それを背景に栄えた仏教文化の姿を偲ぶことができる。
　こうした歴史的背景と現在の状況は、国立公園以外の地域でもほぼ同じだが、場所によって
はジャングルを拓いての開墾と人々の入植が進み、とくに2013年隊が活動したシーギリヤ南
方の一帯は山岳部を中心に広がる森林中に村落と田畑が点在して、やや開けた印象を呈してい
る。ただし、村落を一歩離れて森林に入れば、その環境は無人地帯のジャングルと同じであり、
点在する遺跡にも調査の手が及んでいないところから、考古学上はこれらの地域全体が「空白
地帯」となっていることに変わりはない。
　本報告書では私たちが活動した地域を便宜上7つの小地域に分けて調査データを掲載した
が、それらの地域一帯はすべて同一のドライゾーンに属し、雨季は11月から3月まで。した
がって、私たちが活動した期間にはほとんど降雨は見られず、地表は乾き、気温は平均40℃
近くに達する酷暑の日々が続いた。
　ワスゴムワ国立公園内も含めて、地域内は一部に道路が通じ、村落を離れても途中までは車
両で行けるものの、探査地域の核心部には道路はなく、探査活動の多くは、野象や熊、ワニ、
毒ヘビなどの危険な野生動物を避けながらの徒歩の移動となった。
　また、調査活動が可能な期間は乾季に限られるため、アンバン川などの大きな河川を除けば
小川や貯水池跡、用水路跡にも水は乏しく、炊事や水浴、飲料水確保に苦労するなど、野営を
伴う探査活動には一定の困難が伴う地域であることがあらためて実感できた。
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調査遺跡の概要
　今回の2度の探査で発見・確認し、測量などの調査を行った遺跡のほとんどは、仏塔（スト
ゥーパ）などを中心とする13世紀以前の仏教寺院の遺跡と、貯水池や用水路などの灌漑施設
遺跡、さらに水路に架かる橋梁の跡などであった。
　これらのうち、寺院遺跡の多くは密林中の孤立岩丘（「ガラ」と呼ばれる）の上や麓部分に
残っており、一部が平地の密林に埋もれているが、実際に調査した遺跡について詳述する前に、
それら遺跡全般がいま、どのような状態にあるのか、その概要から述べておこう。
　まず、岩丘上に残る遺跡は、露岩の傾斜地に石垣などの擁壁でテラスを築き、その上に石材
や煉瓦、木材、土材などを用いて仏塔や伽藍などの建造物が建てられていたもので、ひとつの
寺院区画（境内）のなかに複数のテラスや建造物の遺構が見られるのが一般的である。
　しかし、これらの遺構は、吹きさらしの露岩上にあるため風化が激しく、盗掘にも遭いやす
かったことから、現在ではほとんどが崩壊風化して本来の形状をとどめていない。かろうじて
残る擁壁やテラス上の基壇、石柱、煉瓦片などから建造物の存在とその規模などがわかり、仏
塔であったか布薩堂であったかなどの建物の性格が推察できるだけとなっている。
　また、こうした岩丘の麓部分や中腹には、自然の洞窟や窪みに手を加えた遺跡も見られ、多
くは比丘が寝起きした岩陰修行場の跡だが、なかには岩窟寺院と呼ぶにふさわしいものや、垂
直岩壁に彫られた磨崖仏などもあり、岩窟の内部からは壁画や刻文、破壊された仏像、器など
の土器が見つかることもある。
　一方、平地に建てられていた寺院の遺跡は、上部こそ崩壊しているものの、樹林や藪の間に
林立する石柱や石垣の土台、石壁など建造物の基礎部分が土に埋もれて残っており、地表に顕
れている遺構のみの調査によっても、寺院の敷地形状や仏塔、本堂、講堂などの建造物の性格
を推測できるものが多い。これらは周辺伐採ののち正規の発掘を行えば、さらに多くの歴史資
料を提供する遺跡になることは間違いないだろう。
　水利遺跡、なかでも貯水池跡は、密林中のいたるところに見られ、崩壊した石積みの堤防や
高度な土木技術を偲ばせる石造の排水溝、水量調整槽、暗渠式水路の跡などが発見できる。そ
れらの多くはすでに貯水、通水の能力を失い、乾期はとくに干上がっている状態だが、雨期に
は本来の沢筋に当たるため、自然河川としての姿を現すものも多いと思われる。また、地域が
再開発される際には、これら古代の貯水池などが修復されて用いられる例も多々見られるよう
である。
　こうした水利遺跡を含む遺跡のほとんどは、一部の近隣住民がその存在を知るだけであり、
ほぼ完全に放置された状態にあって、本格調査や発掘などの必要性が明瞭な重要遺跡であって
も、保護や保存の手立てすらとられていないのが実情である。また、歴史を通じて盗掘の被害
にも遭っており、その惨状を残したまま密林中に眠っているのが実態である。
　従って、私たちの調査は、まず各遺跡の発見、位置確認から始まることになるが、地表調査
によるデータ収集、測量、図面作成、考古局への登録といった一連の作業に当たっては、盗掘
や地形の自然変容など、多くの要素も考慮に入れなければならなくなっている。
　本書で後述する調査遺跡の個々のレポートも、こうした事前知識や一連の作業を前提として、
現場で実践した活動の結果であることを報告しておきたい。



●石切楔穴＝矢穴（wedge hole）
建築石材の切り出しや分割・造形のために彫られた列
状の楔穴。石材の目に沿って鉄の鏨（のみ）などで穴
を開け、そこに木の楔（くさび）を打ち込み、水をか
けると、やがて木が膨張して石が割れる。この楔穴は
アヌラーダプラ時代には円形や楕円型で穿たれ、ポロ
ンナルワ時代になると長方形の穴が穿たれるように
なったため、この穴から遺跡の時代を推定することが
できる。

●岩陰（rock shelter）
岩丘の麓部などで庇状になった岩の下や、浅い岩窟な
どは古来、シンハラ人出家者の修行と生活の場となっ
てきた。やがて、そうした場の居住性を高め、比丘た
ちの修行を助けるために、近郷の在家信者たちが寄進
して煉瓦で外壁を築いたり、岩の壁面に漆喰を施し、
仏教画を描くなどの装飾も施されるようになった。そ
れらの岩陰の施設が端緒となって周囲に伽藍が建ち、
寺院へと発展していった例も多い。なお、岩陰より深
い洞窟状の同種施設は「岩窟寺院」と呼んで区別し、
両者ともに岩庇の外縁部や洞窟入口の天井に溝状のカ
ターラン（後出）が施されているので遺跡だとわかる。
シンハラ語ではいずれも「ガルゲー」（galge＝岩屋）
と呼ぶ。

●ウェワ（貯水池＝wewa）
灌漑用貯水池のこと。広い低地の川の下流部側に、流
れを堰き止める形で長い土手を築いてダム湖式の貯水
池とし、その水を下流部側の水田に調整給水するよう
に造られた。乾期でも貯水できるため、水に恵まれな
いドライゾーンの村々にとっては貴重な水源である。
密林内にもおびただしい数で残る貯水池の跡は、そこ
で栄えた村々とスリランカの古代農業、ひいては古代
シンハラ文明の象徴とも言える存在である。

●オヤ（川＝oya）
スリランカの河川の中で、流水量の比較的多い川を指
すシンハラ語。さらに大きな川（河）はガンガ（ganga）
と呼ばれ、オヤよりも小さな川や小水路などはエラ
（ela）と呼んで区別される。

●階段手すり（ledger board）
建造物の基壇を上がる階段の両脇手すりで、直線型の
三角形石板のものと、マカラ（想像上の怪獣、幻獣）
や獅子、蓮華などを彫刻した曲線式のものとがある。
彫刻も単純な線模様や輪郭だけのものから精巧なもの
まであるが、遺跡で見つかる無装飾の石板には、もと
もと漆喰の盛り上げ技法（スタッコ）が施されていた
場合もあり、付着した土片などから判断しなければな
らない。寺院などスリランカの伝統建築では、この階
段手すりとムーンストーン、ガードストーン（いずれ
も後出）の組み合わせが、玄関装飾の特徴を成してい
る。

●カターラン（雨水止め溝＝kataran）
岩陰や岩窟などの入り口天井外縁に沿って線状に彫ら
れた雨水止めの溝。岩を伝い流れてくる雨水が内部に
まで入り込まないよう、そこで落とすために施されて
いる。

●ガードストーン（守護石＝guard stone）
基壇を持つ建物の入口階段下の両脇に一対となって置
かれる盾型の石板で、建物を穢れや魔から守護すると
される。無装飾のものから、豊饒の壺や毘沙門天（クー
ベラ）、ナーガ・ラージャ（コブラ王）、小人（ガーナ）
などが浮き彫りにされたものまであり、手前のムーン
ストーン（後出）とセットになっている。

●ガラ（岩丘＝gala）
シンハラ語で本来は石や岩の意だが、地形上の岩丘も
ガラと呼ばれ、この地域の地形的特徴として平地の各
所に点在する。大きさや高さ、形はさまざまだが、多
くは丸みを帯びた小高い孤立岩丘で、その頂上に多く
の寺院が建てられ、麓には自然の岩窟や岩窪、岩の庇
に手を加えた寺院、修行場も造られた。

●基壇（platform）
伽藍建築には切石積みの石垣で敷地を盛り上げた基壇
が伴うのが普通で、たとえば仏塔の場合、正方形の基
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遺跡関連用語の解説
以下、本報告書を読むのに際して理解を容易にするため、
文中で頻繁に用いる遺跡関係の用語、地理上の用語など
を解説する。（五十音順）
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壇の上に八角形の基壇を重ね、その上に伏鉢を築いた
ものが多い。布薩堂や本堂など他の伽藍にも二段以上
の構造で基壇が築かれたものが多く、外縁上部の切石
は角が丸められ、線状浮き彫りが施されるなどした化
粧基壇（モールディング）となっているものも多く見
られる。

●供花台（flower-offerrering basin）
寺院の仏塔や菩提樹堂、本堂などに在家信者が花を供
えるため置かれた台。長方形の分厚い石板で巨大なも
のも多く、四辺の縁に彫刻による装飾（壇状彫刻や蓮
華文様など）が施されている場合もある。

●刻文（inscription）
岩陰遺跡の天井部分や磨崖仏の脇、寺院の石板などに
刻まれている文字。多くはシンハラ語の祖型であるブ
ラーフミー文字で刻まれ、字体から年代が推測できる
ため、建立時期の推定に役立つことが多い。内容の多
くは仏陀の教えや比丘の修行をたたえ、施設の寄進者
の名などを記した寄進文である。

●ジャングル（jungle）
日本人が想像しがちな熱帯雨林ではなく熱帯モンスー
ン林であり、とくにドライゾーンにおいては乾季と雨
季の差が激しく、乾期の地表は小河川が完全に干上が
るほど乾いている。下生えも少ないところが多いが、
雨期（11〜 3月）になると河川や低地に水が溢れ、
調査などの活動は不可能となる。

●石柱（stone pillar）
遺跡でよく見られる石柱には、地表から1m足らず
の低い石柱が短い間隔で林立しているものと、文字通
り建物の柱を成していた2m前後の長いものの2種
類がある。前者は床柱（床束）で、その上に木材など
で高床を載せたものとされる。後者は壁柱や屋根支柱
として建物の外縁や部屋仕切の位置に立つのが普通だ
が、布薩堂の場合は比較的短間隔で多くの長柱が（部
屋内部と思われる位置に）林立しているのでそれとわ
かる。　

●装飾便所（decorated lavatory）
寺院の便所遺構のなかには、宗教的な意味を伴う壮麗
なものが散見される。床の石板にマカラや獅子や蓮華
模様を刻んだり、寺院の姿を浮き彫りにしたり、便

器（石板に穴を穿ったもの）の前に同様の彫刻石板の
衝立を設けたりしてある。また、広い床面に大小便器
や尻を洗う洗浄盤、手水盤などが排水溝とともに彫り
込まれ、一大便所施設が伽藍のひとつとして造られて
いたものもある。なお、これらの寺院便所遺跡につい
ては蝶谷正明著の『スリランカ古代装飾トイレの謎』
（TOTO出版）が詳しい。

●ソロウワ（排水施設＝sorouwa）
貯水池から土手を穿って地下水路を通し、下流に水を
流すように造られた暗渠式排水（給水）施設。排水量
の調整や水底の堆積土排出のために縦坑式の調水槽
（ビソーコトゥワ＝後出）を途中に設け、切石や煉瓦
を組んで精緻に造られた一連のシステムには、きわめ
て高度な土木建築技術が用いられ、石造寺院建築と並
んで古代シンハラ文明の高度さを偲ばせる遺跡となっ
ている。

●パタハ（岩穴貯水池＝pataha）
岩丘上に造られた雨水貯めの貯水穴。自然の岩穴や窪
みに手を加えて造られ、水場の遠い岩丘寺院ではいく
つものパタハが必須の付設物となっている。年に一度
の雨期にしか雨の降らないドライゾーンでは、水の確
保や保存が難しいため、こうした方法がとられてきた。

●ビソーコトゥワ（調水・排砂槽＝bisokotuwa）
貯水池に付随する排水施設ソロウワ（前出）の一部と
して造られた縦坑の水槽。排水量の調整や水底の土砂
排出の機能を持つ。暗渠の水路を繋ぎ、切石や煉瓦を
組んで精緻に造られている。

●布薩堂（講堂＝chapter house, uposatha ghara）
比丘の集会所。毎月、新月と満月の日（ポーヤ）に、
寺院に属する全出家者が一堂に会して戒律を唱え、破
戒の有無を確認しあう重要な建物であり、遺跡では敷
地内に林立する多数の石柱からそれとわかる。

●仏塔（仏舎利塔＝stupa，dagoba）
釈迦の遺骨を祀った仏舎利塔に起源するもので、サン
スクリットで「ストゥーパ」、パーリ語で「トゥーパ」、
シンハラ語では「ダーガバ」と呼ばれ、年代によって
建築様式が異なる。古くは土石盛りと煉瓦によって
ドーム状の本体（伏鉢）を築き、内部に宝物などを納
めるとともに、上部には1本ないし2本の石柱を立
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て、それぞれに円盤状の石笠（傘蓋）をつけた。その
後、上部塔の様式が進歩するにつれて、中国や朝鮮、
日本などで見られる多重塔（五重塔など）の原型がで
きあがった。伏鉢内部から上部にのびる芯柱（yupa 
stone）は、八正道の教えにちなんで八角柱となって
おり、伏鉢の基部も八角形の基壇が造られているもの
が多く、四方に石造の供花代を設けて献花礼拝するよ
うになっている。

●仏堂（金堂、本堂＝Image house，Patimaghara）
仏像が置かれた本堂であり、仏塔、布薩堂、菩提樹堂
とともに伽藍構成の四大要素の一角を占める。崩壊し
た遺跡では見極めがつきにくいが、仏像の発見や他の
建造物との比較、位置関係で比定できる。

●菩提樹堂（菩提樹祭壇＝bo-tree shrine，bodhi-
ghara）
仏塔、本堂、布薩堂と並ぶ伽藍中枢のひとつ。釈迦が
その下で成道したとされるインドのブッダガヤの菩提
樹（インドボダイジュ）の分枝が紀元前にスリランカ
にもたらされ、その分枝が各地に植えられて信仰の対
象となった。菩提樹の周囲を煉瓦壁や石造の欄楯（玉
垣）で囲い、樹下に祭壇を設けたもので、建造物は崩
壊して埋もれても菩提樹だけは生き残っている遺跡も
ある。

●ムーンストーン（半月形踏石＝moon stone)
基壇を持つ仏塔や本堂など建物入口の階段下手前に置
かれる半円形の踏み石で、穢れた足を清めるためのも
のとされ、時代によって無装飾のものから精緻な浮き
彫り彫刻が施されたものまで各種ある。装飾は蓮華や
獅子や象や牛馬、家鴨などが同心円上に連なって描か
れる。

●沐浴場（bathing pond）
熱帯のスリランカでは清潔や健康のためにも、また宗
教的に穢れを清めるためにも沐浴は欠かせないが、寺
院遺跡の場合、切石造りの立派な沐浴場跡（シンハラ
語では「ポクナ」＝ pokuna」）が見られるのは平地
における大規模な僧院跡に限られる。多くは近くの川
や灌漑用の貯水池で代用し、あるいは自然地形を利用
してそこから水を引き込んだり、雨水を貯めた池を用
いたようで、それらの跡が発見できる場合もある。

●擁壁（battress-wall）
とくに岩丘上や水路（谷）のほとりなどの傾斜地に施
設を建造する場合、石垣などの擁壁でテラスを築く必
要がある。擁壁には自然石を積み上げたものから、巨
大な切石を組み合わせた堅固なものまであり、遺跡で
は崩壊した自然石の擁壁の跡が確認できるところも多
い。



調査隊の構成

〈2011年派遣隊員〉
（所属、職業、学年などはいずれも当時）

菅沼圭一朗　（隊長）
東海大学文学部歴史学科考古学専攻。東海大学文化部
連合会探検会3回生副委員長。2010年スリランカ密
林遺跡探査隊員（測量器具係）。他に秋田県民間信仰
調査、大峯奥駈道踏破など。現在は（株）ロム・イン
ターナショナル勤務。

水谷雅文　（副隊長、経理担当）
関西大学文学部総合人文学科歴史学専修。関西大学文
化会探検部3回生主将。北海道夏山踏破合宿（阿寒岳・
斜里岳・トムラウシ等）、北海道釧路川航行・根室走
破合宿、四万十川航行合宿など。

白沢　智　（副隊長、渉外担当）
国士舘大学21世紀アジア学部21世紀アジア学科。早
稲田大学探検部2回生。インドネシア・カリマンタン
島・サンクリランカルスト地帯未踏洞窟調査、稲村岩
未踏洞窟調査など。

萩原和彦　（医療、保険担当）
中央大学経済学部経済学科。中央大学文化連盟探検部
2回生。過去にスペイン780km徒歩踏査など。

村瀬大地　（食糧担当）
東洋大学理工学部生体医工学科。東洋大学探検部2回
生。同部活動で日本国内各地の山岳等を踏査。

長谷川伊織　（装備担当）
法政大学経営学部経営学科。法政大学探検部1回生。
白根三山縦走、槍ヶ岳縦走、霧島連山縦走など。

松原晃太　（測量器具担当）
東海大学工学部航空宇宙学科。東海大学文化部連合会
探検会1回生。丹沢都留縦走。大山歩荷訓練など。

川村友義　（装備、渉外補佐担当）
東海大学理学部物理学科。東海大学文化部連合会探検
会1回生。丹沢都留縦走。大山歩荷訓練など。

▽スリランカ政府考古局側隊員
（カタカナ名は本書での表記）

T. M. C. Bandara（バンダーラ）
スリランカ政府考古局調査探検課職員。過去に法政
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〈NPO本部〉
特定非営利活動法人南アジア遺跡探検調査会

　　本部所在地:〒177-0033　東京都練馬区高野台1-21-6-705（岡村方）
　　TEL & FAX：03-3996-8140　Eメール：sarers-1@jcom.home.ne.jp

理事：岡村隆、甕三郎、山嵜浩司、武内勲、境雅仁、
田中憲、下坂充、深谷行弘、青柳興政、松山弥生

監事:天野賢一、須藤あけみ



〈2013年派遣隊員〉
（所属、職業、学年などはいずれも当時）

松原晃太　（隊長）
東海大学工学部航空宇宙学科航空宇宙学専攻。探検会
3回生委員長。特定非営利活動法人南アジア遺跡探検
調査会会員。2010年度スリランカ密林遺跡探査活動
において測量器具・測量指揮を担当。他に自転車四国
一周、佐渡島縦走など。現在は東海大学大学院工学研
究科航空宇宙学専攻。

山本麟太郎　（装備、会計担当）
東海大学工学部原子力工学科。探検会2回生。特定非
営利活動法人南アジア遺跡探検調査会会員。大山読図
歩荷訓練、奥多摩読図、長崎無人島調査合宿など。

村井亮太　（医療担当）
東海大学工学部航空宇宙学科航空宇宙学専攻。探検会
2回生。特定非営利活動法人南アジア遺跡探検調査会
会員。大山読図歩荷訓練、水無川遡行、富士清掃登山
など。

須藤明人　（食料担当）
法政大学文学部地理学科。探検部2回生。特定非営利
活動法人南アジア遺跡探検調査会会員。ベネズエラ・
モノス探査隊、四万十川川下り合宿など。

14 —  調査隊の構成

大学調査隊2003年隊と、当NPO隊の2009年隊、
2010年隊に参加。

Vijanayake（ヴィジャナヤケ）
スリランカ政府考古局調査探検課職員。過去に当
NPOの2009隊と2010年隊に参加。

■このほかコロンボでの考古局との折衝には隊員とと
もにNPOの松山弥生理事が当たりました。またスリ
ランカ在住の早川恵里子さんには多くの助力を賜りま
した。

2011年隊の隊員（日本側のみ）。左から、水谷、長谷川、白沢、萩原、菅沼、松原、村瀬、川村。
（パラクラマ・サムドラ湖岸で）
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杉木陽介　（庶務担当）
法政大学デザイン工学部システムデザイン学科。探検
部1回生。特定非営利活動法人南アジア遺跡探検調査
会会員。水根沢沢登り、丹沢登山、樹海読図訓練合宿
など。

▽スリランカ政府考古局側隊員
（カタカナ名は本書での表記）

Jayalath Kulasinghe（ジャヤラット）
スリランカ政府考古局調査探検課職員。

Chinthaka Wijetunga （チンタカ）
スリランカ政府考古局調査探検課職員。

▽スリランカ政府中央文化基金側隊員
（カタカナ名は本書での表記）

Gamini Karunarathna（ガミニ）
スリランカ政府中央文化基金職員。発掘主任

Chandrawansa（チャンドラワンサ）
スリランカ政府中央文化基金職員。ヘッドワーカー。

■このほか、コロンボでの考古局との折衝には2011
年隊と同様にNPOの松山弥生理事が当たりました。

2013年隊の隊員。後列左から、松原、村井、須藤、山本、ガミニ、ジャヤラット、杉木。
前列左から、村人ガイド、チンタカ、チャンドラワンサ（ヌワラガルカンダ遺跡付近で）



16 —  Reserched Area

Researched  Area 　

Jaffna

Trincomalee

Anuradhapura

Polonnaruwa

Dambulla
2011 Research Area

2013 Research Area

Kandy

Colombo

Galle
Hambantota
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第２章　遺跡調査の報告 



18 —  凡例

凡 例

1. 以下に記載する調査データは、すべてNPO法人南アジア遺跡探検調査会が、2011
年と2013年にスリランカ政府考古局などとともに行った実地踏査を通じて得たもの
である（最初の「スドゥカンダ遺跡」に関しては2010年調査のデータも再録し、写真、
図版も含めて再調査データを付した）。

2. 調査データは、厳密な考古学的手法によって採取したものではなく、すべて簡単な
器具を用いた簡易的な実測に基づいている。

3. 各遺跡の記載順序は、地理的に全体を7つの小地域に分け、先の4地域分が2011年
に調査したもの、後の3地域分が2013年に調査したものとなっている。ただし、そ
れぞれの小地域の中では位置や調査日などに関わらずアトランダムに並べてあるた
め、同一地区の遺跡であっても前後の遺跡とは距離や方向が離れている場合がある。
それぞれの遺跡の位置関係については各遺跡データ中の【位置】【アプローチ】の文
章と、付載の地図とを参照されたい。

4. 各遺跡ごとのデータの内容は以下の通りである。 
 (1)調査日　(2)調査スタッフ　(3)位置　(4)アプローチ　(5)全体的状況　(6)各部分

の状況。 ただし、崩壊や風化の激しい遺跡については、概要として全体的状況のみ
を記載したものもある。

5. 各遺跡の名称は本来の（過去の）ものが不明なため、原則として現在呼ばれている
地名を付し、地名も不詳なものについては便宜的に仮称を付した。

6． 遺跡の各部分の名称は、「仏塔」「菩提樹堂」などのように明確なものに限って記し、
不明なものや判定不能なものについては「建造物跡」などの一般名称を用いた。

7． 図版は、原則として各遺跡ごとに全体の平面概念図を載せ、必要に応じて部分図や
写真、スケッチを加えた。なお、平面図は簡易測量による実測を基にしているため、
若干の誤差があり得る。

8． 各図版で建造物敷地などを示す線の表現については、基壇の石列や建物の基礎、柱
列などから 形状が明瞭なものは実線で、不明瞭ながら周囲の状況などから推測でき
るものは破線で表した。

9． 各遺構・遺物の方位や縮尺については、図版中に方位とスケールを明示した。
10. 各挿図中における等高線とトーンは、高低差の大きい場合に使用している（濃い色

→薄い色＝高地→低地）。高低差が少なく平坦である場合には使用していない。また
等高線はおおよその地形を表現したもので、正確な高度測量に基づくものではない。

11. 図版上の文字はスリランカ政府考古局側の利用などに供するため、原則として英語
もしくはシンハラ語やパーリ語のローマ字表記とし、和文の本文とは記号によって
照合できるようにした。

12. データの文章化、図版の元図制作、写真の選定などは、2011年調査分を菅沼圭一朗が、
2013年調査分を松原晃太が担当し、全体の用字用語、語法、文体の統一とデジタル
図版化および組版の進行は岡村隆が担当した。
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I. ワスゴムワ国立公園 スドゥカンダ遺跡の再調査
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スドゥカンダ遺跡
Sudu Kanda (Re-research)

【調査日】
　2010年8月26日〜31日

【再調査日】
　2011年8月16日〜17日

【スタッフ】
　岡村、佐賀見、杉田、家崎、山口、菅沼、茶川、滝
川、バンダーラ、カラナプリヤ（考古局）ほかエラヘ
ラ郡ガルムッラ村のニマル・ラジャパクサ村長ら3人

【再調査スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ（考古局）、ニマル・ラジャパクサ（ガ
ルムッラ村）ほか村人ポーター

【位置】
　スドゥカンダ（シンハラ語で「白い山」の意）遺跡
は、スリランカの最大河川マハウェリ河の支流アンバ
ン川を西限とするワスゴムワ国立公園の中部西端域に
あって、二本の山脈が並行して南北に走る西側山脈の
西麓に位置し、主脈から西に下りる枝尾根の末端北側
の大密林に、寄り合う小尾根と小さな谷の複雑な地形
を利用して多くの伽藍が造られ、崩壊しながらも明瞭
な遺構を残している。最も近い集落はアンバン川西岸
に面するポロンナルワ県エラヘラ郡ガルムッラ村で、
村からの直線距離では東南東約4km地点に遺跡が位
置することになる。GPSの測定値は、下記テラスA
地点で北緯7度45分08秒、東経80度52分16秒。
テラスC地点で北緯7度45分04秒、東経80度52分
26秒であった。

【アプローチ】
　エラヘラ郡の郡庁所在地バカムナの東南東3kmに
位置するガルムッラ村を基地として、村北方の河岸か
らアンバン川を渡渉し、薄い踏み跡や獣道を辿って東
岸のジャングルを約1km東進。その後は南東方向に
約2km、西流する枯れ沢を3本越えて緩やかな斜面
を進み、最後は真南に向かって尾根の麓の斜面を登れ

ば遺跡北端の大石段に至る。

【全体的状況】（Fig.1-1）

　遺跡分布の範囲は、東西に500m×南北に200m以
上の広がりを見せ、同国の旧都以外で見る遺跡として
は最大級であり、用いられた石材の豊富さや、奥まっ
た山寺という地理的条件、敷地テラスの大石段や石造
の小水路（水道）といった装飾的付設物などから、王
族や地方権力などの関与（寄進など）が類推できると、
考古局ではコメントしている。
　また建造の年代は、岩陰遺跡（手を加えた浅い岩窟）
が紀元前3世紀ごろまで（可能性として）遡れるほか、

20 — Sudu Kanda (Re-research)
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Fig. 1-1：スドゥカンダ遺跡概念図
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他の伽藍建造物などは石割り用の楔穴の形状（正円〜
楕円形）から、少なくとも6〜 8世紀以前（アヌラダ
プラ王朝中期以前）のものと推定できる。なお、各遺
構に残る石材に装飾基壇の跡は見られず、建造物入口
のガードストーンとムーンストーンにも装飾文様の彫
刻はなく、階段手すりにのみ簡単な線模様の彫り込み
が見られることからも、比較的古い時代の遺跡である
ことが推定できる。
　これまでに発見し、調査できた範囲では、遺跡は小
さな5つの尾根ごとに、石垣の擁壁などでいくつもの
テラスが築かれ、その上に本堂や経堂（あるいは布薩
堂）、装飾便所など少なくとも11棟以上の建造物跡が
残る形になっている。大きくは西側の低い尾根上の遺
構群と東側上部の遺構群に分けられるが、その上部と
下部の距離約300mを、巨大な切石で整備された斜面
の歩道と、それに付設された水道（切石の樋を急斜部
では小滝を連続させつつ通してある）が結んでいるこ

とから、上下がひとつとなった複合的な巨大施設であ
ったことは明らかであり、今後の調査によっては各尾
根の上部や近隣尾根上にさらに多くの遺構が発見され
る可能性があると思われる。
　事実、2011年の再調査では東方の主稜上部に新た
に仏塔が発見され、遺跡北西の沢の下流部では遺跡と
連結していたと思われる堰堤（ダム）跡も発見されて、
遺跡全体の広がりが再確認できたと同時に、雨期にお
ける遺跡の環境や下部テラスの大石段の用途などに新
たな解釈が加わる可能性が導き出された。今後も調査
の継続が望まれる所以である。

【部分的状況】
［堰堤（ダム）跡］（Bank rens）

　広大な遺跡エリアの北西端に位置し、遺跡地帯を貫
いて流れる沢の水を貯めるように造られた石積みの堰
堤と、上流貯水池の護岸の跡である。

←

０ 40m

Ridge A Stone wall 
(Cut stone)

Stone wall 
(Natural Stone)

Terrace A
Naked
 rock

Ａ3

Stone Wall(Natural Stones)

Bank 
 remains

Stream

Stream

Stream

Stone steps

Ridge Ｄ

Pavement
& Water
supply B

Ａ1
Ａ4Ａ2

collapsing
bridge

Water pipe (Stone)

Stone steps

Un-explored area

Collapsing
 battress-wall

Naked
 rock

 
Urinal StoneＤ２’　

Stream

Ridge Ｃ

Ridge F

Ridge Ｅ

Stone steps

Stone arrangement 
 passage

Ｄ4

Ｄ1

Ｄ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｆ1

F2

F3

Pond

Ｅ２ Rock shelter
Ｅ1

Yupa stone 

Naked rock

Ｃ3

Toiret stone C2’

Funnel 
stone

Carved steps

Terrace Ｃ

Ｄ2

Un-explored area

Stupa

Un-explored area

Lavatories

 E２
Ｅ３

スドゥカンダ遺跡 概念図   (Sudu-Kanda site Plan)
Fig. 1-1：スドゥカンダ遺跡概念図
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　テラスA（後述）の西側を北流する沢は、東側から
流れ下る沢とテラスA大石段の北西50mの地点で合
流するが、その合流点のすぐ下流に堰堤が築かれてい
たようで、沢の両岸に明瞭な石積みが残り、河床にも
崩壊した石の散乱が見られる。（Photo 1-1）
　またテラスAの大階段跡から北へ30mほど進むと
高低差8mの小高い丘のような壁が現れ、一見、自然
丘に見えなくもないが、土の被っていない部分には人
工的な石積みが確認でき、堰堤上流にできた貯水池の
護岸の跡と推定できる。堰堤跡も護岸も石積みに用い
られているのは、積める程度に成型を施したした30
〜 60cm経の自然石である。（Photo 1-2）
　これらの石積みによって堰堤の上流部に貯められた

貯水池の水は、満水期にはテラスA全体を東西と北側
の三方から囲む形で広がり、テラスA上の建造物は、
さながら水上に浮かぶ伽藍のごとき景観を呈したもの
と思われる。

［尾根A＝テラスA］（Fig.1-2）

　尾根の末端部に当たる北端に大規模な石段があり、
そこから南側の尾根上部に向かって棚状にテラスが造
られている（Fig.1-2）。石段上部から南側に広がる平
坦地は濃い藪に被われて遺構は不明で、西側の擁壁も
崩壊して土砂の堆積斜面となっているが、その南側の
一段高い「テラスA」は石垣の擁壁に三方を囲まれた
明瞭な形状を残し、岩尾根の小突起を挿んだ東西

70mもの広い敷地内にA1からA4ま
での4つの建造物跡が認められる。ま
た東側上部区域への歩道と繋がる桟橋
状の突起や、沢に降りる階段も付設さ
れ、寺院の中核部を成していたことが
想定される。以下、この区域の各遺構
について詳述する。

〈大石段〉（Photo 1-3、1-4）

　東西に約30mもの幅を持ち、13段
のステップで、約3m高い南側の上部
テラスに上がる形の石段である。
2010年の調査時には、周囲の地形か
ら、この大石段が寺院入口であって、
大規模寺院の山門にふさわしい偉容を
誇った施設であると思われたが、単な
る昇降用にしては長大な左右幅と、1
段ごとの高さ（22 〜 25cm）に対す
る奥行きが約50cmと広いことから、
他の用途（たとえば水辺の施設）も疑
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われ、断定はできなかった。
　しかし、前述のように、2011年の再調査で北西側
の沢の下流部に堰堤が発見され、石段の下部には貯水
池が広がっていた可能性が極めて高くなったため、こ
の大石段も寺院入り口と考えるより比丘の沐浴のため
のガートだったと見るほうが自然ではないかと思われ
る（その場合、この大僧院の外部からの出入り口はど
こかという疑問は残るが）。
　石段に用いられている立方体の石材は、いずれも長

さ130〜 150cm、幅約120cm、高さ（厚さ）22〜
25cmの大きなもので、それらの切石が最低でも300
個以上は使われていることになり、遺跡の壮大さを象
徴する遺構となっている。

〈テラスA擁壁〉（Photo 1-5）

　テラスAを築くために自然石や切石を積み上げた石
垣が南を除く三方に見られ、特に東側の沢沿いの石垣
は河床から約4〜 5mの高さに積み上げられている。
その東側の石垣は桟橋状の突起部（幅7m×長さ約

Photo 1-3 大石段（伐採前）

Photo 1-4 大石段（伐採後） Photo 1-5 テラスA擁壁（東面北側・再調査時）
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11m）や、河床に降りる小階段（幅200cm、1段が
20cm高で5段）などを付設させて南の上流側へ約
100m続き、増水期（あるいは貯水地となっていた場
合）には護岸の役割を果たしていたことがわかる。ま

た、テラスA西側の擁壁は東側と同じように沢近くの
低部から積み上げられて、下部は土砂の堆積で不明な
がら、上部の約2mが明瞭な姿を見せている。一方、
北側は大石段から続く平坦地より一段高くする形で石

Photo 1-6 建造物A1 石柱（再調査時） Photo 1-7 建造物跡A1 石板

Photo 1-8 テラスA北東角土台（擁壁上部） Photo 1-9 建造物跡A1 玄関階段手すり跡

Photo 1-10 建造物跡A1 玄関跡（東正面）
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垣が積まれているが、東寄りの部分には東西9m×南
北7mのテラス突起部があり、その西にやや低い中間
の高さの小テラス（東西7m×南北5m）もあるとこ
ろから、ここがテラスAへの上がり口であったことが
想定できる。

〈建造物跡A1〉（Photo 1-6〜1-10）

　テラスAの北東部に東西約11m×南北約15mの基
礎部面積をもつ建造物跡があり、現在の地表から約
2mの高さで立つ石柱（断面25cm×25cm）が2本、
南東角と南西角に残っている（Photo 1-6）。石柱は
建物外郭ではなく室内に林立する形で立っていたよう
で、盗掘跡もある敷地内外には、長さ3mもある他の
倒れた石柱や180cm×100cm×25cmの巨大な石板

（Photo 1-7）などが散乱している。建物の基壇ある
いは基礎部は北東と南東角付近が盗掘のため露わにな
っており、厚さ約25cmの切石が5段隙間なく積んで
ある様子がうかがえる（Photo 1-8）。建物は東側中
央部に入口があり、盗掘跡の穴に埋没しながも階段と
左右の欄干（手すり）（Photo 1-9）、同じく左右一対
のガードストーン（高さ45cm×高さ35cm×厚み
15cm、文様なし）などが崩れた姿を見せている

（Photo 1-10）。また、この入口から外の東側を見ると、
真正面にテラスA突起部の桟橋が延び、その先に上部
の遺跡群へと続く歩道が繋がっていて、遺跡全体の中
でA1の建造物が重要な位置関係にあったことを示し
ている（考古局のバンダラ氏は敷地や石柱の形態、本
数などから布薩堂跡ではないかと推測している）。

〈建造物跡A2〉（Photo 1-11）

　テラスAの南西角近くに、高さ2mの石柱が5本立
ったり倒れたりしており、建造物があったことを示し
ている。基壇の石積みや外壁跡を示す石の並びは土に
埋もれて見えず、南側の自然石のテラス擁壁も崩れな
がら約16mの長さが確認できるが、建造物の敷地形
状や面積は不明。

〈建造物跡A3〉（Photo 1-12）

　テラスAの東側、建造物跡A1の南側に位置し、河
床に降りる小階段の約3m北西に、建造物の入口跡を
示す欄干（手すり＝長さ140cm、高さ50cm、厚み
20cm）付きの3段の石段（蹴上げ20cm、蹴込み
25cm）と、ムーンストーン（ 半径 65cm、厚み
15cm、無文様）、ガードストーン（高さ40cm、幅
35cm、厚み15cm、無文様）の片方などが崩れて散

Photo 1-11 建造物跡A2 基壇 Photo 1-12 建造物跡A3 ムーンストーン

Photo 1-14 テラスA-B間桟橋・架橋跡Photo 1-13 A4 建造物跡（再調査時）
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乱している。しかし建造物本体の基礎部などは判然と
せず、形、規模ともに不明である。

〈構造物跡A4〉（Photo 1-13）

　テラスAの大階段跡から南へ60m、建造物跡A3か
ら西へ20 〜 30mほどの露岩の上にある。露岩に
1.5m×3mの長方形の彫り込みが深さ5cmほどで彫
り込まれている。建造物の基壇か、あるいは雨水を貯
めておく施設なのか、不明であるが、長方形の東辺に
は下段へ伸びる樋があり、雨水をここから下へ貯めて
いた可能性が高い。なお、東側下段部分は風化、崩壊
により、人工物は不明瞭であった。

〈桟橋と架橋跡〉（Photo 1-14）

　建造物跡A1の正面から、テラスの一部を突起させ
る形で東に延びる桟橋は、石垣の擁壁に囲まれた幅
7m×長さ11mの原形をほぼそのまま残している。両
脇に大きな切石を整然と並べ、真ん中の溝状の路面を
通路とした桟橋は、その先端部が架橋によって沢の対
岸に延びる同形状の通路と繋がっていたようで、沢の
河床には橋を構成していた巨大な石板が落ちている。
橋が落ちたのは、両岸の通路の先端部（特に東岸側）
の石垣が崩落したためで、河床にはその石材も大量に
散乱している。

［水路付き舗道B］（Photo 1-15）

　尾根A（テラスA）と、東側の沢の上流部に当たる
遺構密集地（C、D、E、Fの各尾根末端部）を結ぶ舗
道の跡で、おびただしい数の切石と自然石を用い、急
勾配地には階段を設けながら、ほぼ東西に約300mの
距離で沢沿いに延びている。道幅は歩道部分が約
150cm。その両脇に幅と高さ約40cm、長さ150cm
の切石がガード状に繋いで並べられ、北側（沢側）の
ガードには石造の樋（水道）が付設されていたことが、
おびただしい石樋の散乱からわかる。（Photo 1-15）
　舗道は西側の下方部分ではほぼ直線で延び、東の上
方に至って自然地形を利用した曲線を描く。南側の山
側では一部尾根を削って道を延ばした跡もあり、急勾
配地の4 〜 5 ヵ所で5 〜 10段の切石の階段が造られ
ていた跡も明瞭に残っている。
　なお、この舗道の延長は、メジャーを用いての実測
は行っておらず、数回の歩測によって約300mという
数値を導き出した。また東西両端の標高差も計測して
いないが、樹高等からの概算や他の視認によって、
60m程度（平均斜度約10度）であろうと推測される。

〈石樋による水道〉（Photo 1-16・1-17）

　上流部の沢水をテラスC付設の小貯水池（石造の方
形貯水槽）に貯め、そこから西方下部のテラスAに給
水するよう、舗道の北側ガード石列に付設されていた
と思われるが、付設の形状（ガード石の上辺に付けら
れたか、横に付いて延びていたか）は不明である。石
造の樋は、幅と高さ約30cm、長さ100 〜 150cmの
方形石材を用い、上面に幅と深さ13cmの半円筒型の
溝を穿って、それをつないで伸ばす形をとっている。
　ただし、急勾配の箇所や舗道が階段となっている箇
所では、石樋を直接繋ぐことができないため、樋もま
た段状に設置し、小滝を連続して落とす形で水を流し
たようである。この「滝受けの樋」は、溝が端から端
まで彫り通してある石材と違い、片方（上流端）が水
を止めるように彫ってあるので、明瞭にその用途がわ
かる（Photo 1-16・1-17）。崩壊した舗道脇には、こ
れら二種の石樋がおびただしい数で散乱しているが、
溝を彫り通してある石樋を32個、片側に水止めのあ
る「滝受けの樋」を24個確認することができた。丈
の短い「滝受けの樋」の数も多いことから、往時、こ
の水道が小滝の連続する優雅な眺めや水音とともに舗

Photo 1-15 Bテラス上部とテラス下部を繋ぐ歩道跡。階段脇には小滝
の水道跡も（再調査時）
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道を彩っていた様子が容易に偲ばれる。

［尾根C］
　テラスAの桟橋から沢沿いの舗道跡を辿って東へ約
300mの地点に位置し、北側と西側に沢が流れる。沢
の合流地点である尾根の西端と北端部にはテラスCを
支える石垣の擁壁が築かれ、テラスの南東側に建造物
の基礎部分と思われる基壇跡C1がある。さらに南へ
約50mゆるやかに尾根を登ると、これも擁壁によっ
て作られた平坦地上に、石柱群を伴う建造物跡の遺構
C2がある。また、C2の東側には中規模な露岩があり、
上部にはC3の遺構、やや北東側にはF1、F2等の遺
構も確認された（尾根Fは尾根Cと末端で分かれるだ
けの一続きの小尾根である）。
　また、このテラスCの北側には、上流の沢水を貯め
て舗道B沿いの水道に給水するための小貯水池（石造
の方形貯水槽）もあり、半ば土砂に埋もれながらも、
よく原形を保っている。
 この尾根Cの周囲には互いが寄り合う形で小尾根の
末端が集まり、それぞれにテラスが築かれて多くの遺

構が分布しているが、ここが西側下部のテラスAとも
舗道で直結し、八方を他の遺跡に囲まれる形となって
いることから、テラスCがそこでの中心的な役割を果
たした場所であったことがわかる。以下、各遺構ごと
に記述する。

〈石造貯水槽〉（Photo 1-18・1-19）

　テラスCの北側に隣接して造られた小貯水池の跡
で、南北に長く、きれいに切り取られた大きな石板

（45cm×35cm×200cm）を見事に組み合わせて出来
て い る。 規 模 は 外 法 で 450cm×280cm、 内 法 は
420cm×190cm、深さは底部に土砂が堆積した上に
水が溜まっているため正確に計れないが150cm以上
はあったものと見られる。西側（下流側）には低い壁
で池を囲っていたと思われる石組みの跡も見られる。
建造技術が高いためか、池自体の石材の組み合わせに
は現在も隙間が見られず、完全な貯水能力を保持して
いる。
　なお、この貯水槽から舗道沿いの水道（石樋）に給
水する方法は、外側の土砂堆積等によって排水口らし
きものが確認できなかったため不明である。

Photo 1-16 歩道Bと水道 Photo 1-17 歩道Bの水道（滝受け）

Photo 1-19 テラスC（北の貯水池側から）Photo 1-18 テラスC脇の石造貯水池
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〈テラスC擁壁〉
　北西角から、谷側である北側と西側に2段構造で築
かれているが、北側で下段部が延長約15m、上段部
が約13m明瞭に残っている。下段と上段の水平間隔
は2m。一方の西側は上下段各10mほどがやや明瞭
であり、その先はともに崩壊して正確な延長は不明で
ある。各辺40cm 〜 60cm角の切石を用いた3 〜 5
段積み（高さ約90cm）の石垣となっており、舗道B
とつながる西辺には登り口の石段が付設されている。

〈建造物跡C1〉（Photo 1-20・1-21、Fig.1-3）

　テラスCの内側（南東側）に前述の擁壁と同様の高
さ約1mの石垣跡が見られ、北東角から南と東へ延び
ている。これらも土砂によって途切れるため、規模は
定かでないが、上部敷地内には切石の石材が散乱して
いるため、何らかの建造物の基壇を成していたか、こ
れを擁壁としてさらにテラスを築き、内側に建造物を
置いていたものと思われる。

〈建造物跡C2〉（Photo 1-22〜1-25、Fig. 1-4）

　C1から南東へ約20m進むと、 さらに北北東から南
南西へ延びる石垣が擁壁状に築かれ、東側の上部敷地

内に建造物跡C2などがある。建造物跡C2は、北側
にムーンストーンやガードストーン、欄干を伴う階段
跡などの石造遺構が散乱しているため、こちらに寺院
建造物の玄関（入り口）があったことがわかる（Photo 
1-22）。
　入口跡の階段付近は盗掘されて本来の形状は不明だ
が、4段の階段石の両端をはめ込む形の欄干（手すり）
は、左右とも破損しながら残存しており、高さ約
100cm、長さ190cm、厚さ20cmの三角形の石板が
用いられ、内側には階段石をはめ込む彫り込みがある。
また上端外縁部には両側から各3cmの装飾的な彫り
込みがある（Photo 1-23）。
　ムーンストーン（Photo 1-24）は半径約60cmの
半円板で、厚さは27cm、表面には薄い彫り込みのよ
うなものが確認されるものの、風化が進んで文様は不
明である。ガードストーン（Photo 1-25）は東側の
手摺近くに一基のみ残存し、高さ60cm、横幅35cm、
厚さ15cmで文様はなく、丸い上端の中央部がゆるや
かに突起する形状である。
　一方、建造物本体の敷地は正確な面積は不明ながら

Photo 1-20 テラスC上の建造物跡石材

Photo 1-21 建造物跡C1
０ 10m
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Fig. 1-3 建造物跡C1 概念図（C1 plan）
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南北に長い方形をなして、内部に基礎の石柱群が見ら
れ、うち10本が立って現存している。石柱の断面は
大20cm×20cmで、現在の地表からの高さは約60cm
である。周辺には120cm四方程度の石板が3枚散在
しているが、用途などの詳細は不明である。

〈便所跡C2’〉（Photo 1-26）

　建造物跡C2南端から、さらに南へ15m離れた地点
には、沢側への斜面の土砂に半ば埋もれて、大便器用
と思われる便所石も見られた。しかし周辺全体が土砂
の斜面に埋もれ、周囲に明瞭な便所建造物の痕跡は見
られなかった。

〈建造物跡C3〉（Photo 1-27）

　C2のさらに南東の露岩上部に位置し、4本×4本の
基礎石柱群（いずれも断面30cm×30cm、現在の地
表からの高さ90cm）を持つ建造物跡の周囲に、ムー
ンストーン（半径50cm、厚み20cm）、石板（115cm
×85cm×15cm）などが散乱する。西側の崖縁には敷
地の外郭を思わせる石列あるいは倒れた石柱（30cm
×30cm×95cm）が地勢に沿って押し出される形で残
っている。石列と土砂の崩壊が激しく、建物の原形や

０ 10m
1/400

Stone pillar

C２

Battress-wall

Stream

Stone Steps

Moon stone

Toilet stone

Photo 1-22 建造物跡C2（北から・再調査時）

Photo 1-23 建造物跡C2 階段手すり（再調査時）

Photo 1-24 建造物跡C2 ムーンストーン

Photo 1-25 建造物跡C2 ガードストーン

Fig. 1-4 建造物跡C2 概念図 （C2 plan）
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規模は判断が難しいが、石柱群は保存状態が良好で、
中央の1本を除く15本が東西南北に平行に並び立っ
て現存している。

〈漏斗状切石〉（Photo 1-28・1-29）

　尾根Cと尾根Dの間を北流する小沢（テラスC擁壁
の南端付近）の河床に転がっていた立方体の切石で、
58cm×58cmの上面から厚さ31cmの底部に向けて
四角錐の穴が漏斗状に穿たれ、小さな穴が貫通させて
ある。外側には直線浮き彫りの飾り文様も刻まれてお
り、もともとは水道など水に関わる施設の付属物だっ
たと思われるが、近くには石樋などの人工物はなく、
用途は不明。河床に、土砂に埋まることもなく不自然
に転がっているところから、別の場所から運ばれたも
のと思われる（沢の上流部に当たるC2建造物南側の
便所石との関係も疑われるが、それも不明）。

［尾根D］
　尾根Cの南西側に小沢を隔てて隣接する尾根で、北
の谷側に自然石による石垣の擁壁が2ヵ所築かれ、上
部には点在する岩塊を避ける形で3棟の建造物跡があ
るほか、路岩面を掘り下げて切石を組んだ大規模な切
り通し（あるいはトンネル）の通路（あるいは水路）
跡らしき遺構が見られる。

〈建造物跡D1〉（Photo 1-30、Fig. 1-5）

　沢を挟んで北東側の対岸にテラスCを見渡せるやや
高い位置にあり、南側には急勾配の露岩がそびえる。
　建造物跡基礎部の外郭は、石列が途中で土に埋もれ
ているため正確には測定できないが、東西約25m×
南北約15mの大規模な敷地が想定できる。北東角に
近い約10m四方の内部には、床下の基礎石柱16本が、
4×4の配列で東西南北の方位軸に沿って整然と立ち、
現在の地表から約55cmの高さで残っている（敷地内
に散乱する石柱は長さ約1m）。石柱の断面はいずれ
も30cm×30cmで、石柱間の間隔も165cmと揃って
いる。その石柱群の西側には直径2m、深さ1mの盗
掘跡があり、敷地内にはほかにも石板（115cm×
135cm×20cm）やムーンストーンとも思われる半月
形の石（半径50cm、厚み20cm）なども散在するが、
これらの石材は盗掘時に移動・損壊されたものと思わ
れる。

〈石組の切り通し通路D2〉（Photo 1-31）

　建造物跡D1の南方にある露岩の上部を大きく彫り
込み、切石を組んで内部側壁を造った切り通し（ある
いはトンネル）状の通路遺構である。上から見るとL

Photo 1-26 建造物跡C2南側斜面・大便所跡

Photo 1-27 建造物跡C3南側 石柱

Photo 1-28 漏斗石

Photo 1-29 漏斗石測定風景
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字型を成し、北側の端は建造物跡D1に繋がる形跡を
見せるが、鉤型を成す南東側は不明。おそらく後述す
る建造物跡D3と何らかの形で繋がり両建築物間の通
路となっていたものであろう。あるいは上部の沢から
の水を大量に流すための水路だったことも考えられ
る。上部地表面からの本来の深さは、通路の底部に厚
く土砂が堆積しているため計測できず、現在は約100
〜 125cmの深さで残っている。通路幅は約150cm。
側壁に用いられている切石は、35cm×35cm×200cm
のものから、30cm×30cm×100cmのものまで大小

まちまちだが、隙間なく組まれて壁面は平面に揃って
おり、高度な建築技術が偲ばれる。
　また、上部には一部に天井石か上部地表の横断架橋
の跡と思われる石板（最大のもので200cm×60cm、
厚さ15cm）が、そのままの形で架かって残存してい
る。この通路の南東側は天井石（あるいは橋）の部分
まで土砂が堆積し、地表レベルと同一化しているため、
これ以上の延長部は不明。一方、北端は露岩の北側面
へ直通しており、一部崩壊がみられるものの、地形上
もこれ以上の延長はなく、地表通路で建造物跡D1と
繋がっていたものと思われる。

〈便所跡D2'〉
　D2の北端から北西に8mの地点に小便器の石版が
置かれた便所跡が見られる。石版は75cm×25cm×
15cmの角が丸まった方形をなし、中央に同じく角丸
の15cm四方の窪みが最深7cmの深さで彫り込まれ、
裏側に貫通する小穴が穿たれている。座り小便用の便
器と思われるが、足置きのステップ石など、他の構成
物は、周囲に散乱する石片からは判断できなかった。

０ 10m
1/400
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 rock

Bush

Stream

6.3m

Photo 1-30 建造物跡D1 石柱（再調査時）

Photo 1-31 石組の切り通し通路D2（再調査時）

Fig. 1-5 建造物跡D1 概念図（D1 plan）
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〈建造物跡D3〉（Photo 1-32、Fig. 1-6）

　D2から南へ約25m斜面を上がりながら行くと、建
造物跡D3がある。北側に入口跡を示す5段の階段が
あり、階段幅（1段の石材の長さ）は120cmで、足
置きの奥行き（蹴込み＝踏板幅）は30cmと、狭いが
緩やかな造りとなっている。
　その南側の敷地（テラス）は約15m四方と推察で
きる。敷地の南西角側には東西南北の方位軸に沿った
4本×4本の基礎石柱群（いずれも断面30cm×30cm）
があるが、欠損もあり、現存11本が地表から50cm
の高さで立ったまま残っている。柱間距離はそれぞれ
80cm〜 100cmである。この石柱群（4m四方足ら
ずの小建造物）を回廊状に囲むようにして、2列の低
い石の列が明瞭に残っているが、原型は不明である。
また石柱群の北側には110cm×100cm×50cmの厚い
石版も見られるが、これも元の位置は不明である。さ
らに、このテラスD3には、中央付近に断面15cmの
細い石柱が何本も直線状に並べられていたが、これも
元の位置は不明であり、それらを除けば明瞭な建造物
遺構は見られなかった。

〈建造物跡D4〉
　建造物跡D1の西側にごく小さな沢筋を挿んで位置
し、北の本流の谷側（舗道Bのある側）に築かれた長
い擁壁（東西延長約30mが残存）によって敷地が造
られている。擁壁は土砂の押し出しや巨木の根によっ

て崩壊が著しく、一部で6層の石垣が確認できる程度
であり、建造物敷地内も盗掘跡の残る地表に藪が繁茂
し、盗掘時に動かされたものか石材（大きなもので
100cm×150cm×20cm）などが散乱している。
　敷地は外郭を成す石列がかろうじて残る程度で、北
西から南東方向に延びる約12mのラインを計測した。
しかし建造物の基壇は2段構造になっていたようで、
敷地の北辺側と東辺側の2カ所に階段跡が確認でき
た。まず下段に当たる北側の階段は、幅60cm、1段
あたりの蹴上げ30cm、蹴込み45cmで4段構成とな
っており、そこからやや南西側に、今度は上段の建物
入口と思われる階段跡がある。この入口跡は盗掘によ
って激しく崩壊しており、ステップ石も、付設の手す
りやガードストーンも散乱した状態にある。まず、階
段は105cm幅で3段構成だったことが、1段分のみ
残るステップ石（105cm×25cm×15cm）と左右の
手すりの彫り込みからわかり、その手すりは斜辺
115cm、高さ85cm、厚み20cmの三角形状をなし
ている。ガードストーンは左右一対で残り、それぞれ
高さ35cm×幅25cm×厚み15cmと非常に小型であり、
頭頂部が突起を持つ丸形となっている。なお、ここで
はムーンストーンは確認できなかった。さらに建造物
本体の跡も前述の石材などが散乱するのみで、明瞭な
遺構としては確認できなかったが、敷地の南東角付近
に水道用の石樋（75cm×20cm×20cm、溝深7cm）
が1個転がっているのが注目された（元の位置は不
明）。

［尾根E＝岩陰遺跡その他］
　尾根Cから本流の沢を挟んで北側にある大尾根。尾
根先端に崖状に巨岩がそびえ、その裾部に岩陰を利用
した修行場跡（奥行きの浅い岩窟遺跡）がある。テラ

Photo 1-32 建造物跡D3 石段

０ 10m
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Water pipe stone

Toilet stone

F1-Lavatories

Fig. 1-6 F尾根 概念図（Ridge F plan）
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スC方面からは沢を越えた対岸の急斜面に石段の登り
通路が設けられていたようで、崩壊した各ステップの
石材が斜面に続いて残っている。岩陰のある岩丘上部
には狭い平坦地があり、小さな方形の建造物があった
痕跡がある。また、この尾根を北東側へ回り込むと、
露岩斜面に彫られた階段跡や、尾根上部（未探査区域）
から転がり落ちたと思われる仏舎利塔の芯柱（ユーパ
ストーン）などがある。

〈岩陰遺跡E1と斜面の通路〉
（Photo 1-33・1-34）

　北側から三方に垂直な岩壁を見せて張り出す巨岩の
南東側の崖下に、長さ7m、奥行き2.5m、外側の高
さ3.1mの岩陰（浅い岩窟）があり、外上部には岩伝
いに流れ込む雨水を切るための溝（カターラン）が刻
まれている。岩陰の床部は土砂に被われた斜面になっ
ていて本来の姿は定かでないが、この岩陰の北東側に
は岩壁から約2m離れて別の小さな岩塊があり、岩陰
の北端からその岩塊へ、岩陰を守る形で壁状に石積み
が組まれている。さらにその岩塊の西端からは、岩陰
を囲む形の石積みの跡（平坦地を造る擁壁跡か、ある
いは低い石壁跡）も見え、岩陰の外側が整地され、何

らかの付設物もあったことが推測できる。
　この岩陰は比丘の瞑想修行場跡であり、このスドゥ
カンダ遺跡の全伽藍のなかでも最初に造られたものと
思われるが、地形上、その後の中心地となったテラス
Cからは、急斜面を容易に行き来できるよう、沢を跨
いで石段の登り道がつけられていたことが、崩れなが
らも斜面に残る石材の並びからわかる。
　また、この石段の道の西側には、巨岩の裾あたりか
ら斜面下方に向けて石板や石柱などが散在している
が、原形や用途は不明で、岩壁の頂上部にあった建造
物の素材が崩落してきたものとも思われる。その頂上
部も、狭い平坦地の露岩表面に帯状の刻みが付けられ、
切石などが残るほか、明瞭な遺構は残っていない。

〈露岩斜面の刻み石段E2〉（Photo 1-35〜1-37）

　岩陰遺跡のある巨岩から北東20mにある別の露岩
斜面に、幅35cm、全長160cmの小さな階段が彫り
込まれている。一段の高さ7cm、蹴込み25cmで7段
が残り、その南東側の下部平坦地には建物基礎の石柱
群も見られるが、敷地は約5m四方と推定できるほか
形状は定かではない。階段の上部の露岩斜面には
220cm×80cm×25cmの大きな石板があり、そのほ

Photo 1-33 岩陰遺跡E 石垣 Photo 1-34 岩陰遺跡E

Photo 1-36 刻み石段E2上部の石板Photo 1-35 刻み石段E2
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かにも石材が散在しているが、元の位置や原形は不明。
尾根のさらに上部（未探査区域）から崩落してきたも
のとも思われる。なおこの周辺からは浅鉢の土器

（Photo 1-37）も発見された。
〈仏舎利塔芯柱＝ユーパストーンE3〉（Photo 1-38）

　上記石段跡から北東へ30mの尾根斜面に盗掘跡の
穴があり、、埋没していたと思われる石柱が掘り出さ
れたような姿で露出している。盗掘穴の内部は土に被
われて他の人工物は見あたらず、脇には途中で折れた
ユーパストーンと思われる八角柱が転がっている（長
さ80cm、直径18cm）。これは北側の斜面上部から
転がり落ちてきたもののようで、上部は未探査ながら、
仏舎利塔が存在したことが推測できる。

［尾根F］（Fig. 1-7）

　尾根Fは、ごく浅く短い沢筋を挿んで尾
根Cと末端部分で分かれる尾根で、南から
北へ降りていく斜面に段状の平坦地を築
き、3つの建造物跡が並んでいる。以下、
斜面上部（南側）のものから順に各遺構
ごとに記述する。

〈便所遺跡F1〉（Photo 1-39・1-40）

　尾根Cを隔てる小沢から登った平坦地
（建物敷地跡）の南側に入口のステップ
（120cm幅の3段の石段）跡があり、付設
されていたムーンストーン（半月形踏石）、
ガードストーンも残っている。左右の手
すりは高さ60cmで厚みが15cm。保存状
態はきわめて良好である。ガードストー
ンは高さ90cm、幅35cm、厚み15cmだが、
ムーンストーンは半径30cm、厚み25cm
と非常に小さく、ともに無文様であった。

　

建物敷地跡に残る便器跡は、全体が65cm×50cm厚
み20cm、の石板で、表面に25cm×15cm深さ12cm
の穴が掘り込まれており、下部側に直径1cm程度の
穴が貫通している。穴の大きさからして小便用とも思
われるが実態は不明。ムーンストーンやガードストー
ンなど伽藍と同様の入口付設物をもつところから、い
わゆる装飾便所の遺構と思われる。ただし他に彫刻の
施された洗浄盤や衝立石などは発見できなかった。ま
た、C2’やD2’の便所遺構との関係も不明である。

〈建造物跡F2〉
　基礎部の石材だけが残り、敷地形状は凸型をなして
西側の急斜面へ大きく突出している。基壇あるいは建
物外郭基礎に用いられた石材は1本あたり長さ2m、
太さ20cm×20cmと細長い。西側の凸部の石列は急
斜面の沢側へ崩壊が進んでいる。凸部の両端に40cm
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Fig. 1-7 建造物跡D3 概念図（D3 plan）

Photo 1-38 ユーパストーンE3Photo 1-37 刻み石段E2周辺から発見された土器
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四方の石材が置かれているが原形は不明。敷地石列の
北側に水道施設Bと同様の石樋が残っているため、東
側の斜面上部（未探査）から水を通していたとも考え
られる。

〈建造物跡F3〉（Photo 1-41）

　尾根末端にある建造物跡で、基礎の石柱群が現在の
地表から30cmの高さで立ち並び、南側の入口にムー
ンストーン（無文様）などを備える。建物外郭の石列
などは埋もれて計測不能だが、約10m×20mの平坦
地に立っていたようである。4本×4本の石柱群は中
央部にある大きな盗掘跡を除けば、ほぼ原形に近い形
状で立ち並び、石柱1本の断面は20cm×20cmであ
る（石柱の長さは盗掘跡で地下部分までを計ると
125cm）。この石柱群の北側や西側には100cm×
150cm×15cmの石板など、さまざまな石材が散乱し
ているが、これらは盗掘時に動かされたものと推測で
きる。

［仏塔跡］（Photo 1-42・1-43）

　スドゥカンダの建造物群は西流する谷川（沢）とそ
の支流沿いに広がっているが、この仏塔のみは東の尾
根（南北に延びる主稜）の頂上にある。C地点からは
南東方向へ200mほど離れており、高度差がある。谷
川沿いから仏塔まではスラブ状の斜面を経由していく
が、そこに建造物跡などの遺構は見られない。斜面は
白い砂岩でできており、アンバン川対岸の里からは白
い山のように見えることから、「スドゥカンダ」（シン
ハラ語で「白い山」）の地名の由来ともなっている。

（Photo 1-42）
　仏塔跡は小さく直径5mほどであり、崩壊して盗掘
の跡があった。尾根が細いため、大きすぎると基壇が
建造できないためであろう。仏塔跡からはスドゥカン
ダ遺跡が一望でき、密林に覆われていなければ、ほと
んどの遺構が視認できたのではないかと思われる。

（Photo 1-43）
　なお、この仏塔跡は2011年の再調査隊が発見した
ものだが、前年の隊は遺跡北東側の尾根Eの南麓で仏
塔に用いられたと思われるユーパストーン（芯柱＝
E3）を発見している。しかしこの仏塔からは直線で
200mほども離れて沢筋も異なるため、両者の関係は
考えられず、再調査隊は尾根Eの上部も探査したが、
時間も限られて、さらなる仏塔跡は発見できなかった。
発見した仏塔跡のGPS測定値は、北緯07度45分
02.7秒、東経80度52分32.4秒であった。

Photo 1-39 便所遺跡F1 入口階段（西より・再調査時）

Photo 1-40 便所遺跡F1 トイレ跡

Photo 1-41 建造物跡F3 石柱と盗掘跡

Photo 1-42 仏塔基壇跡（再調査時）
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Photo 1-43 仏塔尾根からの眺望
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II. アンバン川中流域の遺跡群

Amban Ganga Basin

II. 2011年隊調査地域略図
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マルウェヤーヤ遺跡
Maluweyaya

【調査日】
　2011年8月18 〜 19日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、松原、村瀬、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　ポロンナルワ県エラヘラ郡のエラヘラの町から約
5km東方。エラヘラから東流してきたアンバン川が
支流のカル川と合流してほぼ直角に曲がり、北流する
西岸近く（アンバン川のカーブの内側）に位置する。
そのすぐ北側ではもう一つの支流ヒーラティ川もアン
バン川に注ぐため、南北と東の三方を川に囲まれた地
域であり、ヒーラティ川の北側まで含めた一帯には遺
跡が多く存在するため、英国統治時代から遺跡保護地
に指定されていたが、現状は大半の遺跡が密林中に放
置されているに等しい。なお、このマルウェヤーヤ遺
跡は、旧版の「1インチ1マイル地図」には遺跡印と
ともに名称も記載されているが、新版の「5万分の1
地図」には遺跡印のみで名称の記載はない。GPSの
測定値は、遺跡区域内やや東寄りの中心部（下記「建
造物跡A」の地点）で、北緯7度43分57.3秒、東経

80度50分22.1秒であった。

【アプローチ】
　エラヘラ郡の郡庁所在地バカムナの町から国道を南
下し、ヒーラティヤ村から南東への村道に入る。遺跡
のすぐ近くまで集落が点在するため、遺跡の入り口付
近まで車輌でのアプローチが可能である。

【全体的状況】
　森林中のおよそ250m四方にわたって伽藍や仏塔な
どの遺跡が点在し、一部は小さな露岩の上に築かれて
いる。今回の調査では6 ヵ所の建造物跡と1基の仏塔
跡、さらには水槽と思われる2つの石造物を確認した
が、平面上の遺跡の分布状態からみて、区域内にはさ
らに多くの遺構が存在する可能性がある。比較的大規
模な寺院遺跡であることは確実なので、今後の精密な
調査が望まれる。（Fig. 2-1）

【部分的状況】
〈建造物跡A〉（Photo 2-1・2-2 ／ Fig. 2-2）

　遺跡区域の北西側に道路からの入り口があり、そこ
から東南東へ約200m離れてこの建造物跡がある。高
さ5mほどの平坦な露岩の上に建造物の基礎部に当た

38 — Maluweyaya
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Fig. 2-1 マルウェヤーヤ遺跡分布図
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ると思われる溝が正方形に彫られている。露岩は3つ
に分かれているものの、溝は繋がっている。露岩の境
目は橋渡しの石板で繋いであり、その石板にも溝が走
っている。
　溝が描く建物跡の面積は主要部が5m×5mで、東西
南北に平行な正方形を成し、西側に長方形の小部屋の
ような敷地も隣接している。溝の幅はいずれも約
30cmで深さは5cmであり、建材を嵌め込むように
彫られたと推測される。ただし、建物の上部構造は風
化崩壊が進み建材の痕跡も確認されなかった。

〈建造物跡B〉（Photo 2-3〜2-7 ／ Fig. 2-3）

　前述「建造物跡A」から北へ約90m離れ、今回の
調査では遺跡区域内の北西端に位置する遺構であっ
た。高さ3mほどの露岩の上に残る建造物跡で、柱穴

Naked rock

Naked 
rock

Naked
 rock

Stone slab

　Groove carved
on the rock

0 4m　　

Fig. 2-2 建造物跡A 概念図

Photo 2-3 建造物跡B 露岩の全景南（西から） Photo 2-4 建造物跡B 露岩に彫られた溝

Photo 2-2 建造物跡A 橋渡しの石材

Photo 2-1 建造物跡A 露岩上に彫られた溝
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と、建物の敷地を画定する溝が直接彫り込まれている。
　露岩上の建造物跡は北半分と南半分で異なり、北半
分には東側に柱穴が残るだけなのに対して、隣接する
南半分は岩盤に溝が彫り込まれている。基礎部から見
る建物の面積は北側が5.5m×3mほどで、南側建物が
5.5m×4mほどである。
　南側の基礎部の溝は、下に向かって凸型の帯状に彫
り込まれ、上部で溝幅20cm、深さ10cm、下部の溝
はその中心部に、さらに幅10cm、深さ4cmで掘り
下げてある。
　また、この露岩の南側は敷地を広げるため岩の上部
と同じ高さまで盛り土がしてあり、その土止めとして
擁壁が施され、西側の擁壁は露岩の側面から続く形で
明瞭に残っている。この西側擁壁に用いられているの
は20cm×10cm×10cmほどの切石で、長さ10mに
わたって整然と組まれているが、これに対して東側の
擁壁は大きく崩れ、使われていた石材も70cm×
70cm×15cmの石版で、多くは地表面まで滑り落ち
ている。
　なお、これらの敷地や建物の基礎部のほかには、上
部の構造物を示すものは何も確認できなかった。

〈石造水槽1〉（Photo 2-8・2-9 ／ Fig. 2-4）

　上記「建造物跡A」と「建造物跡B」の間の地面に、
水槽であろうと思われる石造物が置かれてあった。大
きさは約150cm四方、高さは55cmで、外側には柱
を模した装飾模様が浮き彫りに施されている。縁は厚
さ15cmで、内側へ向かってなだらかに削り込まれて
いる。

〈石造水槽2〉（Photo 2-10・2-11 ／ Fig. 2-5）

　上記の「石造水槽1」から20mほど南にある。岩

Photo 2-5 建造物跡B 柱穴と溝の立体構造 Photo 2-6 建造物跡B 西側の擁壁
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Photo 2-7 建造物跡B 東側の擁壁

Fig. 2-3 建造物跡B 概念図
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塊に直接加工されており、基部である自然の岩塊が地
表面に見えている。大きさは160cm×130cmであり、
水槽自体の高さは70cmだが、基部の岩盤まで含める
と120cmになる。縁の厚さは20cmで、内側へ向か
ってなだらかに削り込まれている。外側には柱の装飾
模様が浮き彫りされているが、上記と異なり、柱模様
が直線的であり、若干細い。水槽の底側面には直径

5cmほどの穿孔があり、排水の役割があったと推測
される。
　上記の二つの水槽は、これまでの発見例が極めて少
なく、本来の用途がいまだ不明である。考古局職員の
バンダーラ氏曰く、古代の首都アヌラーダプラにある
トゥーパラーマダーガバに類似する遺物があり、関連
性を持つ可能性があるという。

四面に同模様

壁面より
浮き出ている

西から

150cm　160cm　

130cm（内のり）　

深さ75cm　　

120cm（内のり）　

15 
cm

40
cm

四面に同模様

南から

崩　壊

160cm　

130cm　
90cm　

120cm　

70
cm

50
cm

以下埋没

深さ50cm　

Photo 2-8 石造水槽1 石質

Photo 2-9 石造水槽1

Photo 2-10 石造水槽2

Photo 2-11 石造水槽2 底に穿たれた排水穴

Fig. 2-4 水槽西から Fig. 2-5 水槽南から
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Photo 2-12 建造物跡C 露岩壁面と上部の石積み（南東から）

Photo 2-14 建造物跡C 露岩上部の石積み

Fig. 2-6 建造物跡C 概念図

Photo 2-13 建造物跡C 岩陰(岩丘北東麓)

Photo 2-15 建造物跡C 露岩上に彫られた溝
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〈建造物跡C〉（Photo 2-12〜2-15 ／ Fig. 2-6）

　前述「建造物跡A」から南南西へ約100m離れた露
岩上の遺跡である。露岩は高さ5mほどで、上部にあ
る建造物跡と地表面からそこへ上がる階段、および露
岩下部に彫り込まれた岩陰跡がこの遺構の全体であ
る。露岩上部はやや丸みを帯びて傾斜があり、その傾
斜部分を階段状に彫り込み、そこに基壇になる石材を
積み上げて平面の敷地（テラス）を造ったと考えられ
る。そのために用いた石材の大きさは80cm幅30cm
高さ30cmほどであり、傾斜が最もきついところでは
5段積みまで確認できた。そうして造られた敷地は、
図のように変則的な形をしており、その内側地面に残
る切石の列（基礎部）からは、5m×8mほどの面積の
建物があったと推定されるが、西側および北側がテラ
ス擁壁とともに崩壊していて断定はできない。
　岩丘の北西麓から上がる階段跡も崩壊と風化が進
み、具体的な段数、大きさは不明である。
　また、この岩丘の北東麓、ちょうど上記階段の反対
側にある岩陰は、間口が約2m（奥の横幅は1m）、奥
行きが5m70cmで、岩陰というより小さな岩窟にな
っている（Photo 2-14・2-15）。岩窟の入り口上部に

は岩壁に雨水切りのカターラン（彫り込み）が施され、
現在の地表からカターランまでの高さは1m70cmで
あった。

〈建造物跡（？）D〉（Photo 2-16・2-17）

　上記「建造物跡C」からさらに南南西へ80mほど
離れた地点の露岩上に、柱穴が3つ空けられており、
1つの穴の大きさは12cm14cmと小さい。露岩の高
さは約5mである。穴の並びには規則性はみられず、
他に建物の形状を示す痕跡も確認できないところか
ら、建造物跡と断定はできないが、何らかの遺構では
あろう。

〈建造物跡E〉（Photo 2-18〜2-21 ／ Fig. 2-7）

　前述の「建造物跡A」から北東へ約90m、「建造物
跡B」からは南東へ約90mの場所にある。岩丘上で
はなく土の地表面に残る遺跡であり、15m×15mの
正方形の基壇によって外郭が形作られている。基壇は
1m×1.2mの平たい石板を並べて15mの一辺をつく
り、その列の方向は正確に東西南北を向いている。基
壇内部の地面には中央部に盗掘の穴があるだけで、上
部建造物の痕跡は見られない。建物は南側に入り口が
あったようで、基壇南辺の中央から縦に並んだ石材や

Photo 2-16 建造物跡D Photo 2-17 建造物跡D 柱穴

Photo 2-18 建造物跡E 基壇 Photo 2-19 建造物跡E 基壇南西角
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土砂の盛り上がりが桟橋状に南へ向けて4mほど延
び、その先に5m×3mほどの階段施設の跡が見られる。
階段は盗掘で崩壊しているが、欄干などは半ば土に埋
もれて残存している。
　なお、正方形基壇の北東角および南西角にはそれぞ
れに東西から続く敷石の列が連結している。列石は粗
く、大きさの均一性も見られないが、帯状を形成して
いので、おそらく遺跡エリア内における当時の歩道で
あると推測される。列石が続く先、とくに東側は未探
検であるが、おそらくほかの建造物跡とつながってい

るのであろう。
〈寺院跡F〉（Photo 2-22・2-23 ／ Fig. 2-8）

　前記「建造物跡A」から南東へ250mほど離れ、
GPSの測定値では北緯7度43分52.8秒、東経80度
50分29.5秒の地点にある。ここも地面上の遺跡で、
おおよそ50m四方の石積みによる外郭が確認できた
が、内部状況は、中央の建造物跡を除くと盗掘による
被害が著しく測量不可能であった。
　外郭の石積みは高さ約1mで、幅30mほどが残り、
使われている石材は90cm×90cm×150cmの直方体

Pavement

Pavement

Hole of illegal digging

Stone pillar

Stone slabs

Steps remains 
 (Hole of  illegal digging)

0 4 8m

Photo 2-20 建造物跡E 階段跡の手摺り Photo 2-21 建造物跡E 歩道跡の列石

Fig. 2-7 建造物跡E 概念図
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に成型され、隙間なく積まれている。
　敷地内の一角にある建造物跡では、高さ2mの石柱
が2列確認でき、1列に4本ずつ並んでいたと推測さ
れる。石柱の長さと並びから建物の規模は9m四方ほ
どで、布薩堂の跡と推測されるが定かではない。この
石柱の並びの近くには3m×1mの大きな石板も残され
ていた。

〈仏塔跡G〉
　上記「建造物跡F」の外郭敷地の内側にある仏塔跡
である。上記の石柱群からは北東に40mほど離れて

いるが、ともにひとつの寺院を構成していたと思われ
る。直径18mほどの崩壊土の小山となっているが、
盗掘穴が数箇所にわたって開けられており、本来の形
状の確認も測量も不可能であった。

Stone pillar structure

Stone slab

Fallen stone pillars

0 10 20m

Photo 2-22 建造物跡F 外郭石積みとその上部 Photo 2-23 建造物跡F 石柱

Fig. 2-8 建造物跡F概念図



モナラガラ遺跡
Monaragala

【調査日】
　2011年8月19日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、松原、村瀬、長谷川、バ
ンダーラ

【位置】
　前記のマルウェヤーヤ遺跡エリアの東側、東流して
きたアンバン川がカル川と合流してほぼ直角に曲が
り、北流する西岸（アンバン川のカーブの内側）沿い
に位置する。河のカーブ地点からは北へ500mほどの
距離にある。

【アプローチ】
　マルウェヤーヤ遺跡エリアを西から東へ通過しての
アプローチとなるが、アンバン川は水深が浅いので河

床を歩いてのアプローチも可能である。遺跡は河に面
しているため、そのほうが見つけやすい。

【全体的状況】
　アンバン川に面する岩盤上に建てられていた用途不
明の小さな建造物の遺跡であり、敷地跡の面積は縦横
3mの正方形を成している（Fig. 3-1）。正確に東西南
北に沿って造られており、建物跡の角には15cm四方、
深さ5cmの柱穴が穿たれている（Photo 3-1）。敷地
の外側には側溝も彫ってあり、排水機能を備えていた
と思われるが、上記の柱穴は溝と重なって彫られてい
るため（北西角の柱穴のみは溝が岩壁によって塞がれ
ているからか、75cm北へずれた位置にある）、正確
な用途はわからない。側溝の幅は15cm、深さ10cmで、
さらにその内側には幅15cm高さ5cmほどの帯状の
突起が巡らされ、建物を浸水から防いだと考えられる。
溝に溜まった雨水は、敷地内の北側に四角く彫られた

46 — Monaragala
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Fig. 3-1 モナラガラ遺跡概念図



岩の凹みに集められ、そこから北側の細いクラック（岩
の裂け目）を通じて川に流れ落ちる仕組みになってい
たようである。（Photo 3-2）
　なお、この北側が建物の出入口になっていたのか、
クラックを挿んだ北側の岩盤斜面には川へ降りる階段
が5段ほど刻まれている。また建物跡の南側にも、ク
ラックをひとつ挿んで南の岩場に上がる4段ほどの階
段が刻まれているが、その南の岩場には遺構は何も確
認できない。（Photo 3-3・3-4）
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Photo 3-1 遺跡全景（南から）

Photo 3-2 露岩に彫られた溝

Photo 3-4 階段横の樋

Photo 3-3 水辺から上がる階段



スリー・ケッターラム遺跡
Sri Kettalam

【調査日】
　2011年8月18日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、松原、川村、長谷川、バ
ンダーラ

【位置】
　前記マルウェヤーヤ遺跡から北へ300m、西へ
180mに位置し、GPSの測定値では北緯7度44分
09.5秒、東経80度50分13.8秒であった。

【アプローチ】
　マルウェヤーヤ遺跡と同様、街道から車でアプロー
チ可能である。

【全体的状況】
　現在も比丘がいて使われている新造の小寺院があ

り、その整備された敷地の広がりの中に古代の寺院遺
跡もある。遺跡は、古代寺院の中核部を中心に石柱群
が多く残っている。一部発掘と再整備された中核部の
建造物跡は、北側および西側が不明瞭なものの、大よ
そ18m×14mほどの面積があり、外郭は幅20cm長
さ180 〜 200cm程度の細長い石材で画されている。
外郭の石材の内側には盛り土がされて周囲より一段高
くなっており、中心に高さ2mほどの石柱が立ってい
る。さらに南側にも同様の石柱が3本、狭い間隔でま
ばらに立っているところから、当時は現在よりも多く
の石柱が狭い間隔で立っていたと推測され、形状から
は布薩堂の跡であることが推測できる。（Photo 4-1・
4-2 ／ Fig. 4-1）
　なお、この中核部の建造物遺跡では、堆積土の起伏
などから西側中央に入り口と思われる地点が認められ
るものの、スリランカ国内の寺院に画一的に見られる
諸特徴（ムーンストーン、ガードストーンなど）は地
表面には見られなかった。
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Fig. 4-1 スリー・ケッタラム遺跡概念図
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　また、この建造物跡の東側や北西側には、高さ
40cm 〜 60cmほどの石柱（床束）が乱立しており、
基礎部の外郭形状は不明ながら、建造物があったとい
うことが確認できる。（Photo 4-3）

　

さらに、敷地内の各所からアヌラーダプラ時代の焼け
焦げた屋根瓦が発見されているほか（Photo 4-4）、
新造寺院も何らかの建造物遺跡の上に建てられている
ため、今後は科学的手法を駆使した調査が望まれる。

Photo 4-1 遺跡中核部の基壇石列

Photo 4-2 遺跡中核部の基壇角部分

Photo 4-3 石柱 Photo 4-4 瓦の破片（焼成痕あり）



アンバン川支流の階段遺跡
Steps rens to the branch of Amban Ganga

【調査日】
　2011年8月19日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、松原、川村、長谷川、バ
ンダーラ

【位置】
　前記のマルウェヤーヤ遺跡エリアの北西700mの地
点に位置し、バカムナを走る国道の脇にある。GPS
測定値は北緯07度44分00.0秒、東経80度50分
02.8秒であった。

【アプローチ】
　バカムナから車輌で国道を南下する。道路の西側に
面しているためアプローチは容易である。

【全体的状況】
　全体で8段の階段跡の遺跡で、石材は厚い板状の切
石である。幅は約150cmで、蹴上げ30cm蹴込み
80cmとゆるやかである。階段は西向きに下るように
設えてある。下段の小川へ向かって降りるための階段
であったと推測される。小川は東へ流れるアンバン川
の支流である。（Photo 5-1・5-2）

50 — Steps rens to the branch of Amban Ganga

Photo 5-1 西側の小川へ降りる石段

Photo 5-2 横からみた構造
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III. パラクラマ・サムドラ（人造湖）周辺の遺跡群

Parakrama Samudra Area

II. 2011年隊調査地域略図
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コッガラ遺跡
Kokgala

【調査日】
 　2011年8月27日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　古都ポロンナルーワの西に広がる巨大な人造湖パラ
クラマ・サムドラ（パラクラマの海＝大貯水池）の東
岸近くに浮かぶ小島（岩丘）にある。ポロンナルーワ
旧市街からは3.5kmほど南に位置する。名称の「コ
ッガラ」とはシンハラ語で「鳥の岩」の意であり、
GPS測定値は北緯7度54分19.8秒、東経80度59分
33.5秒であった。

【アプローチ】
　ポロンナルーワ旧市街から湖の東岸沿いの道路を南
下すると、湖を南北に分断するように西に延びる細い

半島があり、そこを過ぎると岸近くの湖中に二つの小
島が浮かんでいるのが見えてくる。この遺跡はそのう
ちの北側の小島にあり、湖岸からは約300m離れてい
る。雨期など湖の水量が多い時期は船を用いなければ
渡れないが、我々は乾期の晴天続きの日に合わせて調
査したので徒歩でアプローチできた。（Photo 6-1）

【全体的状況】
　遺跡のある島の直径は約200mで、頂上部が二つあ
り、そのうちの南東側の頂上部に仏塔跡、北西側の頂
上部に建造物跡がある。また、仏塔の西側には沐浴場、
南側には擁壁跡がそれぞれ残っている。さらに、製鉄
が行われたことを示す溶炉もしくは鋳鉄用の小穴が、
ケラなどとともに仏塔の東側と南東側の斜面下に見つ
かった。（Photo 6-2）

【部分的状況】
〈仏塔〉（Photo 6-3・6-4）

　直径12mほどの土砂の堆積があり、中心には直径

52 — Kokgala
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コッガラ概念図 (Kokgala,｠ Site plan)Fig. 6-1 コッガラ遺跡概念図
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Photo 6-2 鋳鉄炉跡

Photo 6-3 仏塔

Photo 6-1 島全景

Photo 6-4 仏塔盗掘跡
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Photo 6-5 建造物壁

Photo 6-6 沐浴場跡
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4mほどの大きな盗掘穴が穿たれている。風化した土
砂の中には、伏鉢表面を白く覆っていた漆喰（石灰）
が付着した煉瓦片も混じっている。

〈建造物跡〉（Photo 6-5）

　石灰で繋ぎ固めた煉瓦積みの建物の壁の一部が、長
さ約2m、高さ約70cmほどの規模で残存しており、
壁の厚さがいずれも約40cmあるところから、堅牢な
建物があったことがわかる。しかし、堆積土に覆われ
て基礎部が見えないため、建物の規模や形状は不明で
ある。

〈沐浴場跡〉（Photo 6-6）

　岩盤に直接掘り込まれた方形の小プールで、全体（上

縁）の大きさは7.2m×3.4mほどあり、上縁からの深
さは2.1mである。南縁からは中に降りて沐浴をする
ための階段も設けられている。階段は幅が80cm、蹴
上げ8cmで蹴込みは30cmほどであり、現状では6
段が確認できる。湖の満水時には湖水がそのまま流入
したものと思われ、渇水時は残った水を利用したか、
あるいは湖面から汲み入れて使ったものと思われる。

〈擁壁跡〉（Photo 6-7）

　一辺60cmほどの切石が7つ並ぶだけの石列が残さ
れている。崩壊や風化が激しいため、全体の規模や形
状は不明だが、石は片面のみが成型され、テラス状に
敷地を築いた擁壁の跡であることがわかる。

Photo 6-7 擁壁跡



ダンブトゥルガラ遺跡
Dambtulugala

【調査日】
　2011年8月12日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　人造湖パラクラマ・サムドラの南東岸にある。ポロ
ンナルーワの旧市街からは直線で南南西へ約7kmの
距離にあり、遺跡は湖に張り出した小半島のような形
の露岩上に位置する。新版「5万分の1地図」および
旧版「1インチ1マイル地図」にも地名と遺跡印が記
載されている。GPSの測定値は北緯7度53分14.6秒、
東経80度58分31.9秒であった。

【アプローチ】
　ポロンナルーワ旧市街から湖の東岸沿いの道路を南
下する。遺跡のある露岩の横にも舗装路が通っている
ため、車で直接アプローチできる。

【全体的状況】
　露岩丘の頂上部に仏塔跡があり、南端部の岩盤上に
16段の彫り込み階段、北西端部に建造物跡と思われ
る基壇跡を持つ。南東端にも建造物があったと思われ
るテラスが確認されたが、石材は見つかっていない。
露岩の北側や南側から石割の矢穴（長方形のくさび穴）
が空いた切石が見つかっており、石切り場の役割もあ
ったと推測される。

56 — Dambtulugala

ダンブトゥルガラ概念図（Dambtulugala, Site plan）
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Fig. 7-1 ダンブトゥルガラ遺跡概念図



【部分的状況】
〈仏塔跡〉
　直径約7m、高さ約2mの土砂の堆積が残り、中央
には1.8mほどの直径の盗掘穴が穿たれている。

〈建造物跡〉（Photo 7-1）

　一辺が約20cm程度の粗い切石の列が南西から北東
に7.5mほどの長さで直線状に延びており、付近に屋
根瓦の破片が散在するところから、そこに何らかの建
造物があったことが分かるが、その一辺の石列しか確
認できないため、規模や形状などの詳細は不明である。
石列がテラスを構成していたものか建物の基礎部であ
るのかも不明。

〈階段〉（Photo 7-2）

　露岩の斜面に直接彫り込まれた階段で、幅が約
90cm、一段の高さ（蹴上げ）約5cmで16段刻まれ
ている。

〈石切場〉（Photo 7-3）

　岩丘の北側と南東側に残る石切場の跡には切り出さ
れた石材が残り、長方形の矢穴の形から、11世紀以
降のポロンナルーワ時代の遺構であることが推察でき
る。
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Photo 7-3 石切場の楔穴

Photo 7-1 建造物跡基壇

Photo 7-2 階段



ウェヘラベンディガラ遺跡
Veherabendigala

【調査日】
　2011年8月25日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　パラクラマ・サムドラ（人造湖）の南西岸近くの岩
丘上に位置し、古代の長大な運河アンガメディッラ大
用水路（Angamedilla Yoda Ela）跡の河床が岩丘の
すぐ東麓を南北に走っている。GPSの測定値は北緯7
度53分20.7秒、東経80度56分43.5秒であった。

【アプローチ】
　ポロンナルーワ旧市街から湖の南側を回って西岸へ
至る道路があるが、古代用水路跡と出合う地点（「ノ
ーナガラ」と呼ばれる地点）で途切れるため、そこか

らは用水路跡を徒歩で渡渉してアプローチした。新版
および旧版の地図上に岩丘の名称と遺跡印が載ってい
るので、案内人は必要なく、アプローチも容易である。

【全体的状況】
　岩丘は東西に長い瓢箪型を成し、西側に頂上を持ち、
東側はやや平坦な丘になっている。
　東側をA区とし、建造物（A1、A2）、頂上の麓を
B区とし、建造物（B1、B2）と階段跡がある。頂上
には仏塔跡があった。
　また頂上の東側麓にはパタハ（自然の岩のくぼみや
裂け目に手を加えた雨水用の小さな貯水池）の跡があ
り、現在は泥で埋まっている（Photo 8-1）。加えて、
この池の周囲から赤色と黄色のチャート（石刃や矢じ
りなどに用いる石英質の堆積岩）が見つかり、考古局
のバンダーラ氏によれば石器時代にも利用されていた
可能性もあるという。（Photo 8-2）

58 — Veherabendigala

ウェヘラベンディガラ概念図（Veherabendigala,｠ Site plan）
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Fig. 8-1 ウェヘラベンディガラ遺跡概念図



【部分的状況】
〈建造物跡A1〉（Photo 8-3・8-4）

　約10m四方の規模の敷地の四隅に、柱穴跡が彫ら
れた礎石が明瞭に残り、中央は草地になっている。礎
石は直径約40cmで、柱穴は中央部に一辺約15cmの
正方形で彫られている。

〈建造物跡A2〉（Photo 8-5）

　A1建造物跡から30mほど北側に離れた位置にある
建造物の跡で、規模は約6m四方。四隅に明瞭に残る
柱礎石は、直径約50cmの石に一辺約15cmの注穴が

彫られているが、A1の注穴よりもやや穴の隅が丸く
なっている。敷地内は平坦な草地となっている。

〈建造物跡B1〉（Photo 8-6）

　A1の建造物跡の西方60mほどの位置にあり、埋も
れた状態の柱礎石と平坦な敷地から、ここに一辺6m
ほどの規模の建造物があったと推定できる。基礎部は
小さな石積みのようにも見えるが、粗雑であるため人
工物かの判断はできない。

〈建造物跡B2〉（Photo 8-7・8-8）

　B1建造物跡から、頂上部への階段を挿む形で南西
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Photo 8-1 パタハ Photo 8-2 チャート

Photo 8-3 建造物跡A1 Photo 8-4 建造物跡A1 礎石

Photo 8-5 建造物跡A2 Photo 8-6 建造物跡B1



60 — Veherabendigala

へ約27mの位置にある。約10m四方の敷地に、柱礎
石が3つ確認でき、そのうちひとつの石の全体像が確
認できた。平面では直径約50cmの円盤であるが、立
体として見ると粗雑な円柱であり、高さは40cmあっ
た。

〈階段跡〉（Photo 8-9）

　北西方向の頂上に向けて岩の斜面に直接掘り込まれ
た階段跡で、段数は11段まで確認できた。蹴込みは
水平ではなく、それが磨耗によるものか、当時から設
えた形であったかは判断がつきにくい。蹴上げは現在
約7cmであるが、磨耗の可能性を考えるのであれば

15cmはあったと推測される。
〈仏塔跡〉（Photo 8-10・8-11）

　岩丘の頂上部には、不明瞭な石積みで画された長方
形の基壇（平面敷地）があり、南北に長いその基壇上
の北側に仏塔跡がある。基壇は12m×24mほどの規
模を見せるが、仏塔跡は崩壊と風化が激しく、元来の
規模は不明瞭である。また仏塔の南側、基壇上の中央
部に縦一列の形で柱穴石が3つ、埋没した状態で発見
された。柱穴は一辺10cmほどで、石そのものは成型
されていない自然石である。

Photo 8-7 建造物跡B2 Photo 8-9 露岩に彫られた階段

Photo 8-10 岩丘頂上部

Photo 8-8 建造物跡B2 礎石

Photo 8-11 仏塔跡



メーダウェヘラ遺跡
Meda Vehera

【調査日】
　2011年8月26日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　ポロンナルーワ旧市街からパラクラマ・サムドラ（人
造湖）を挿んだ対岸に位置し、直線距離で西へ約
3km離れている。GPSの測定値は北緯7度56分55秒、
東経80度58分29秒であった。 

【アプローチ】
　ポロンナルーワからは湖の北岸を迂回してアプロー
チするため、当初はギリタレ方面へ続く国道を車で行
くが、湖の北端部で下車した後は、徒歩で干上がった

湖底を2kmほど南へ進み、ブッシュを抜けて遺跡に
到達する。このルートは湖の水量の多い時期は使えな
いが、他に陸路でアプローチできるルートはなさそう
である（水路でのアプローチの可否は不明）。なお、
この遺跡は地図上ではアンガメディッラ（Angame-
dilla）国立公園内に位置しているが、特に入域許可
等は申請せずに調査した。

【全体的状況】
　100m四方の境内に、仏塔や仏殿、複数の建造物跡
などを配した大伽藍の遺跡である。湖に向かって緩や
かに下る傾斜地に築かれた伽藍の外郭は、一辺1 〜
2mの大きな成形石材を組み合わせた擁壁で成り、最
も高い南西角で現在の地表から約5m、北東部は地表
すれすれの高さとなっている（Photo 9-1・9-2）。境
内には北西角に仏塔、南東やや中心寄りに仏殿、北部
中央と南西角に建造物跡がある。規模と形からは、9
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メーダウェヘラ概念図（Meda Vehera, Site plan）
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Fig. 9-1 メーダウェヘラ遺跡概念図



62 — Meda Vehera

世紀以降、当時の首都アヌラーダプラなどにおいて定
式化された「パーバッタ・ビハーラ（Pabbata-Vihara）
伽藍様式」の寺院であると推定できる。規模と調査期
間の関係上、各部分についての詳細な測量ができなか
ったので、今回の報告書では概略と特徴的な遺構の解
説のみに留めたい。（Fig. 9-1）

【部分的状況】
〈仏塔跡〉（Photo 9-3）

　直径35mほどの大きな仏塔の跡であり、崩壊して
体積した土砂の上に高さ9mほどの煉瓦積みが伏鉢の
表面の一部を見せながら残っている。全体が大規模に
盗掘されており、基壇の形状や本来の高さなどは知る
ことができない。

〈仏堂跡〉（Photo 9-4）

　10m×8mの長方形の敷地がレンガ材を用いて、周
りの地表より1mほど高く築かれている。近くに仏像
の基台（台座）が残っていることで仏殿跡と推定でき
るが、境内には他の場所にも台座や仏像そのものの破
片が散在しており、それらは盗掘者がここから持ち出
したものであろうと思われる（Photo 9-5 〜 9-8）。
　ほかにも装飾石柱や水道に用いられた石、石造の小

便器などが散在していたので、写真やスケッチを載せ
る（Photo 9-10 〜 9-12）。

Photo 9-4 仏堂基壇跡Photo 9-3 仏塔盗掘跡

Photo 9-1 伽藍外郭の擁壁 Photo 9-2 伽藍外郭の擁壁

45cm

30cm

仏像破片

Fig. 9-3 仏像破片



第２章　遺跡調査の報告  — 63

〈側面〉

〈上面〉

○仏像基台　1

穴の深さ12cm

70cm　

26cm

26 cm
50cm

14cm　

10cm
3
3
3

10cm

〈側面〉

〈上面〉

○仏像基台　2　

穴の深さ12cm

55cm　

55cm
25cm

25cm

〈上面〉

仏像基台③　

穴は上方部は四角のように見えるが
底辺部はほぼ丸になっている

28cm　70
cm

60
cm 17cm

30
cm

30
cm

24cm

10cm

10cm

〈側面〉

8cm
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Fig. 9-4 仏像基台1 Fig. 9-5 仏像基台2

Fig. 9-6仏像基台3
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Photo 9-7 不明建造物跡に建つ石柱

Photo 9-9 装飾石柱（礎石）

Photo 9-8 装飾石柱

Fig. 9-8 装飾石柱

Fig. 9-9 装飾石柱
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Photo 9-10 水道用石樋

Photo 9-12 小便器

Photo 9-11 水道用の石
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深く削られおり少し傾いている

断 面
60cm
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Fig. 9-7 水道用の石

Fig. 9-2 小便器



パラクラマ・サムドラ南西岸支流の橋梁遺跡
Bridge rens on the branch of Parakrama Samudra

【調査日】
　2011年8月21日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　パラクラマ・サムドラ（人造湖）の西側南部、前述
のウェヘラベンディガラ遺跡のやや南に位置する。ア
ンバン川から取水した古代のアンガメディッラ大用水
路跡（Angamedilla Yoda Ela）に西から注ぐ形の小

さな支流に橋の遺構がある。支流は乾期には干上がっ
ている。GPSの測定値は北緯7度53分02.5秒、東経
80度56分41.1秒であった。

【アプローチ】
　ポロンナルーワからは、前記ウェヘラベンディガラ
遺跡と同様、湖の南岸から西岸に舗装路を車で回り込
み、用水路跡の河床手前から徒歩で水路跡を対岸へ渡
渉する。その後は用水路に沿って左岸を上流（南）方
向へ進み、干上がった支流に入り込むと到着する。橋
桁跡の両岸は露岩のため、密林の中にありながら開け
た土地になっている。

66 — Bridge rens on the branch of Parakrama Samudra

橋梁遺跡概念図 (Bridge remains,｠ Site plan)
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Fig. 10-1 橋梁遺跡概念図10



【全体的状況】
　雨季の河川に架かっていた古代の橋梁の跡である。
両岸が露岩であり、川幅14mほどの部分の河床に橋
脚が6本残存している。切り立った右岸側（南側）の
露岩斜面には東西方向に8段の階段が彫られている。
階段を東に上がった露岩の上部には12cm四方の柱穴
が2m間隔で3つ発見され、礎石もあることから建造
物があったことがわかった。
　橋脚の石柱は、上部に木材の橋桁をはめ込む溝が施
され、地表面（河床）から露出した高さが平均1.7m
程度であり、一部は傾いたり倒れたりしているものの、
約1mの間隔で立っていたと推定される。
　左岸（北岸）の橋脚から上流に沿った岸辺には、
30cm程度の大きさの自然石が並んでおり、河岸を支
える擁壁の機能を持っていたとされる。橋の路面（橋
桁）に関しては、それを構成する石版等は見あたらな

いところから、木製橋桁だったことも考えられる。
　加えて、河床に50cm四方×長さ1mほどの水路石（石
造の樋）が1個転がっているところから、ここで何ら
かの用途の取水・送水が行われていたこともわかった。
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Photo 10-1 河床に立つ橋脚

Photo 10-3 倒れた橋脚

Photo 10-2 橋脚上部

Photo 10-4 南岸の階段



68 — Bridge rens on the branch of Parakrama Samudra

Photo 10-5 南岸の建造物跡

Photo 10-7 北岸の擁壁

Photo 10-6 礎石
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IV. アンバン川下流域とダストタ地域の遺跡群
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アリガラの仏塔遺跡
Aligala

【調査日】
　2011年8月12日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ、カルナラートゥナ

【位置】
　ポロンナルワの南約7キロ、東流するアンバン川の
左岸（北側）に位置。

【アプローチ】
　ポロンナルワ旧市街から南東5kmにあるアルトゥ
ウェワの西側を通り、さらにアンバン川へ向かって田
園地帯を南下する。遺跡の目前まで農道が走っている

のでアプローチは容易である。遺跡のある地点から坂
を下ればアンバン川である。

【全体的状況】
　原野の中にある直径12mほどの仏塔跡で、全体に
風化、崩壊が進んでいる。現在は小山状になった遺構
の表面に雑草が生い茂っているが、全体が盗掘に遭い、
いくつも穴が空けられている。
　仏塔以外の建造物遺跡については確認できないが、
付近には灯明容器だったものか土器片の散在も見られ
る。
　また、アンバン川との位置関係や地形から見ると、
寺院であった当時は川沿いの崖の上に座していた仏塔
であり、対岸から容易に視認できたであろうと推測さ
れる。

70 — Aligala

Photo 11-3 レンガ

Photo 11-2 仏塔内部Photo 11-1 仏塔

Photo 11-4 土器片



ウェワエラ遺跡
Wewa-Ella

【調査日】
　2011年8月13日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　ポロンナルーワの南南西約10kmのアンバン川右岸
（南岸）に位置。新版および旧版の「地図」にコタエ
ェラ（Kotawella）の地名とともに遺跡印が2つ付さ
れているうちの北東側の遺跡印地点であると思われる
（地図上の南西側の遺跡は確認できなかった）。

【アプローチ】
　地図上の「コタウェラ」は廃村になった集落跡で、
アンバン川の対岸（北岸）の川辺まではポロンナルー
ワから道路が通じている。アンバン川は歩いて渡渉し、
集落跡から岸辺を東に500mほど進むとこの遺跡に到
達する。

【全体的状況】
　直径約15mの仏塔跡の土盛りと、柱穴が穿たれた
礎石が二つ確認できた。
　仏塔跡は崩壊した土砂が4.5mほどの高さで残り、

中央部は3mほどの深さに大きく盗掘されている。ま
た、麓部分に転がっている柱礎石は直径50cmほどの
大きさの自然石で、中央部に15cm四方、深さ5cm
の穴が確認できた。仏塔のほかに何らかの建造物があ
った証拠だが、周囲は堆積土に覆われ、敷地形状等は
まったく不明である。
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Photo 12-1 仏塔

Photo 12-2 礎石



ダストタの僧院遺跡
Monastery in Dastota 

【調査日】
　2011年8月23日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　ダストタ地域は、古都ポロンナルーワから南南東へ
約10km、アンバン川が本流のマハウェリ川と合流す
る地点の南西側に、両河川に挟まれて広がり、中央に
ダストタ貯水池が位置するが、この遺跡は貯水池の西
縁近くにある。GPSの測定値では、北緯7度51分
54.8秒、東経81度01分36.1秒の位置であった。

【アプローチ】
　ポロンナルーワからは、アルトゥ村を経てアンバン
川を南へ渡渉し、入域後、さらに南南東へアプローチ
した。

【全体的状況】
　遺跡全体が薄い樹林に覆われた場所にあり、30m
四方ほどの区域内に、仏塔跡と2つの建造物跡（石柱

群と瓦片）、さらに一体の仏像のみが確認できる。こ
のうち、東側にある仏塔跡は、直径6mほどであり、
盗掘の被害を受けている。周囲には供花台跡と思われ
る大きな石版が残置されている。
　その仏塔の北西側12mほどの場所には、5本の石
柱だけが残る建造物跡があり、石柱はいずれも現在の
地表から60cmほどの高さで立っているところから床
柱（床束）だと思われるが、建物の敷地面積などは確
定できない（Photo 13-1）。
　また、その南西側にある建造物跡は、仏塔から西に
20mほど離れ、敷地形状や面積などは不明なものの、
5本の石柱が良い状態で立ったまま残されている。そ
の石柱の高さがいずれも2m強もあり、上部に円模様

（メダリオン）装飾もあるところから、布薩堂（講堂）
跡であることが想定され、ここの遺跡が僧院であった
ことを示している（Photo 13-2 〜 13-4）。
　さらに、この石柱群と仏塔との中間地点の地面には、
割られて胴体のみとなった仏像が1体、捨て置かれた
ように転がっているが、その破断面は比較的新しく、
付近に頭部が見当たらないことから、近年の盗掘者に
よって破壊され、頭部のみ持ち去られたことが推察さ
れる。（Photo 13-5・13-6）

72 — Monastery in Dastota 
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ダストタ僧院概念図（Monastery of Dastota,｠ Site plan）
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Fig. 13-1 ダストタ僧院概念図



第２章　遺跡調査の報告  — 73

Photo 13-4 西側建造物跡の石柱上部

Photo 13-3 西側建造物跡に転がる石材

Photo 13-2 西側建造物跡の石柱群Photo 13-1 北側建造物跡の石柱（床束）群



74 — Monastery in Dastota 

Photo 13-6 仏像台座

Photo 13-5 仏像



ダストタ遺跡No.1（石柱群）
Dastota Ruins No.1

【調査日】
　2011年8月24日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　古都ポロンナルワから南南東へ11kmほどの地点
で、ダストタ貯水池の南東側に位置し、南側を東流す
るマハウェリ本流に近い。歴史上の「ダストタの渡し」
（マハウェリ川の渡河地点）にも近い場所で、川岸か
ら少し上がった平地にある。GPSの測定値では北緯7
度51分15秒、東経81度02分16.9秒の地点であった。

【アプローチ】
　前述のダストタ僧院遺跡からマハウェリ川左岸に沿
って原野を東進する。川沿いは樹林になっているもの
の、遺構周辺は樹木のない草地が広がり、アプローチ
は容易である。

【全体的状況】
　原野の中に石柱が複数残るだけの遺跡である。石柱
は倒壊しているものや埋まっているものが多く、現状
ではっきりと元の位置がわかるものは9本ほどであっ
た。北側の石柱は地表から約40cm、南側では約
90cmが突き出している。
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ダストタ遺跡No.1概念図（Dastota Ruins No.1,｠ Site plan）
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Photo 13-1 北側建造物跡の石柱（床束）群

Fig. 14-1 ダストタ遺跡No.1概念図



ダストタ遺跡No.2（仏塔跡）
Dastota Ruins No.2

【調査日】
　2011年8月24日

【スタッフ】
　菅沼、水谷、白沢、萩原、村瀬、松原、川村、長谷
川、バンダーラ

【位置】
　前述のダストタ遺跡No.1から東（マハウェリ川の
下流側）へ2kmほどの地点。GPSの測定値では北緯
7度51分12秒、東経81度03分00.8秒の地点であっ
た。

【アプローチ】
　ダストタ遺跡No.1から、右手にマハウェリ河岸の
樹林帯を見ながら原野を東進。野象が多く生息する地
域であるため、警戒しながらのアプローチとなった。

【全体的状況】
　河岸近くに直径13mほどの仏塔跡が残されている
が、盗掘による破壊が著しく、土砂の堆積も低いため、
一見すると仏塔の形状を成していなかった。円形の形
状や煉瓦の風化土から仏塔跡とわかるが、基壇や伏鉢
表面のレンガも大部分が破断していて、採寸不可能で
あった。

76 — Dastota Ruins No.2

Photo 15-1 ダストタ遺跡仏塔
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V. ヌワラガルカンダの遺跡群
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ヌワラガルカンダ（パダーナガラ）遺跡群
Nuwalagalkanda (Padhanagala)

【調査日】
　2013年8月11日〜 17日

【スタッフ】
　松原、山本、村井、須藤、杉木、ジャヤラット、チ
ンタカ、ガミニ、チャンドラヤナほかCCF （シーギ
リア博物館を管理する文化・国家遺産省の中央文化基
金 ＝ Ministry of National Heritage and Cultural 
Afrs. Central Cultural Fund）スタッフ。

【位置】
　ヌワラガルカンダ遺跡群は、ダンブッラ市街地から
東へ約16km、ヌワラガルカンダ地域を南北に縦断し
て伸びる低い山脈中にあり、主稜の中腹と枝尾根に囲
まれた地形上に広く点在している。主脈と枝尾根の間
の枯沢に沿う形で大小の建造物や灌漑施設などが造ら
れているが、このうち南側の遺構群（後述のAからD
まで）を、CCF側では「パダーナガラ遺跡」と呼称
している。
　GPSの測定値は、排水槽A地点で北緯07度50分
12秒、東経80度48分00秒。排水槽G地点で北緯

78 — Nuwalagalkanda (Padhanagala)

ヌワラガルカンダ遺跡群分布図 (Nuwalagalkanda, Site plan)
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07度51分42秒、東経80度47分35秒であった。

【アプローチ】
　調査拠点としたシーギリヤ・ロック南麓の考古局バ
ンガローから、南へ延びる車道を8kmほど行った地
点で南東方向へと分かれるジープ道に入る。道の周囲
は途中から農地と幾つかの出作り小屋だけになるが、
さらに進んで分岐から5kmほど行ったところに、今
回我々がベースキャンプを張った出作り小屋がある。
ベースキャンプは遺跡分布図上のGとFのちょうど真
ん中にあり、GとFの遺構はそれぞれ農地の脇に位置
している。F以南の遺跡へは、ベースキャンプから南
へ500mほど作業道を進んだところで出合うジャング
ルを通ってアプローチする。60mほど進むと沢が現
れるのでEへ向かう場合は沢筋から離れて東へ進み、
露岩帯を登る。A~Dへはしばらく沢沿いに南へ進み、
伏流になってきたあたりから沢筋を少し離れると
B~Dのある区域に出る。Aへはその区域の東側にある
涸れ沢を辿って500m進む。

【全体的状況】
　この遺跡群は、今回（2013年）確認しただけでも、
東西900m×南北3000mと広範囲にわたって分布し
ている。そのためか、前述のようにCCF側では、南
側のA~D周辺の遺跡群だけを独立させて「パダーナ

ガラ遺跡」（Padhanagala　Ruins）と呼称しているが、
ここでは地形上の一体性と南北に共通してある灌漑施
設などから、全体を一括して「ヌワラガルカンダ遺跡
群」と呼ぶことにする。
　遺跡には、灌漑施設の排水槽（ビソーコトゥワ）の
ほか、寺院施設を含む10ヵ所ほどの建造物跡などが
含まれるが、それら各建造物の年代は、石材に見られ
る矢穴（石割り用の楔穴）の形状が円形または楕円形
であることから、およそ8世紀以前（アヌラダプラ王
朝中期以前）のものであると推定できる。また、F地
点で見つかった土器片の装飾が、幾つもの細い溝でな
る線状文様であることや、ムーンストーンやガードス
トーンにも文様の彫刻が見られないことなどからも、
比較的古い時代の遺跡であることがわかる。
　今回調査した各地点の建造物跡のうち、B〜Dは
それぞれ小さなテラスの上にあり、BとD間には階段
の跡がわずかに見られ、DにはBの方向へ伸びる道の
跡も明瞭に残っていることから、BとDはつながって
いたことが確認できる。
　また、Dのそばには沢水を導き入れた沐浴用の人工
池跡が見られるほか、遺跡周辺には貯水池（Wewa）
跡も多く、Gの排水槽がある貯水池跡（現在は密林）
周辺にはまだ遺跡があるとの地元住民の証言があった
ので、今回発見したAとG以外にも多くの灌漑施設
遺跡があるものと思われる。

Photo 16-1 貯水池跡
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【部分的状況】
〈排水槽＝ビソーコトゥワA〉（Photo 16-1〜16-3）

　貯水池から沢へ流れ出る部分（現在は伏流となって
いる）の築堤跡が崩壊し、両側の土手下に一辺の長さ
30〜 40cmの切石や自然石が散乱している。ここで
水をせき止め、排水槽で水量を制御していたと思われ
るが、排水槽跡は盗掘もしくは流水による崩壊に遭い、
明瞭な形は残っていない。また池から20mほど下っ
た沢の途中にも堰が築かれていたようで、両岸には沢
を横切る形の石積みの跡が見られ、河床には崩落した
巨大な石材が夥しく散乱している。それらの石材は、
厚みはバラバラだがどれも縦に長く、最大のもので

136×47×45cmであった。沢の幅と両岸の高さから
推定して、堰の高さは5mほど、幅がおよそ15mだ
ったと考えられ、貯水池の排水口とこの堰の間で水量
調整をしていたものと思われる。

［B区域］（Fig. 16-2）

　山脈から伸びる枝尾根の末端部分に壇状のテラスが
築かれ、全体で5つの建造物跡と3つの階段跡が残さ
れている。このB区域と、北西側にあるD区域とは道
と階段で繋がれていると前述したが、B区域側にはそ
こから延びる明瞭な道や階段の遺構は見られなかっ
た。B3の建造物跡よりさらに20m東側には巨大な縦

Ｂ区域概念図　（Area B, Site plan)
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Fig. 16-2 B区域概念図

Photo 16-3 下流堰堤跡Photo 16-2 排水槽跡
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穴の盗掘跡があり、原型はまったく失われているが、
そこにも何らかの遺構があった可能性が考えられる。

〈建造物跡B1〉（Photo 16-4〜16-8）

　外郭15×10mの石列の内側に、一段高くなった6×
6mの石列があり、建造物の敷地形状を示している。

石列を構成しているのは自然石で、縦横径30 〜
40cm程度の石がほとんどである。内側の敷地内には
床束（床下の基礎石柱）が6本残り、現在の地表から
約50cmの高さで立っている。また中央部には、盗掘
跡と、床板として用いたものか、大きさ115×81×

Photo 16-8 B1階段跡

Photo 16-6 B1建造物盗掘跡

Photo 16-7 B1建造物跡石版

Photo 16-5 B1ムーンストーン

Photo 16-4 B1建造物跡床束
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18cmの石板があり、ほかにも半ば埋もれた形で石板
が数枚残っている。内側石列の北東辺中央には、入り
口の石段が幅91cm、蹴込み25cm、高さ10cmの造
りで2段のみ残るが、近くにほぼ同サイズの石材があ
るので3段構造だったと考えられる。階段脇には位置
を動かされたムーンストーンがあるが、幅80cm、奥
行き60cm、厚み18cmで上部外縁が丸く段に加工さ
れている以外、装飾はない。ガードストーンと思われ

る石材は見当たらなかった。
〈建造物跡B2〉（Photo 16-9〜16-11）

　B1と同様、外郭と内側の石列からなる建造物跡だ
が、石列が途切れているため正確な規模は計れない。
ただし南側斜面への距離などから考えると、B1と同
程度の規模だと推定できる。立っている床束の石柱は
ないが、散乱している石材を見ると、石柱が折れたと
思われるものがいくつかある。また、長さ1m、断面

Photo 16-13 B3階段跡Photo 16-12 B3建造物跡

Photo 16-9 B2建造物跡2 Photo 16-10 B2建造物跡2

Photo 16-11 B2階段跡
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20×15cmほどの石柱が3本倒れており、B1にあった
ものと同じような石板もある。内側石列の北東辺中央
に入り口階段があることもB1と同様だが、外郭石列
の北西辺にはさらに下の地面から上がる石段も設けら
れている。石段はどちらもB1のものと同規模である。
なお、B1とB2では石列の方向軸が微妙にずれており、
B2は後述のB3、B5と同方向で揃っているが、B4は
B1とも異なっていることが注目される。

〈建造物跡B3〉（Photo 16-12・16-１3）

　内外二重の石列はB1、B2と同様で、内側の区画面
積もB1とほぼ同規模だが、外側の石列は約14mの正
方形を描いている。ここも内側石列の北西辺に入り口
階段跡と思われる石材が2つ残され、ほかに埋もれた
石板がいくつか散見される。

〈建造物跡B4〉（Photo 16-14・16-１5）

　石列が示す外郭の規模はB1とほぼ同等だが、内側
の石列は不明瞭でわからず、数個の石板やムーンスト
ーンが散在するのみである。B地区の5つの建造物跡
の中では、このB4だけが東西南北に近い方向軸で造
られ、西辺の北角近くに石段の跡が見られる。

〈建造物跡B5〉（Photo 16-16・16-１7）

　外郭の規模は20×15m、内側の石列は8×8mほど
で他より大きい。内側石列の区画内には床束の石柱が
11本立ったまま残っており、北東辺に3段から成る
入り口階段の跡が確認できる。

〈階段跡B6〉（Photo 16-18）

　B3建造物跡の背後（南西側）から斜面上部のB4建
造物の方向へ、切石を用いた階段が設けられ、下部の
3段ほどが確認できる。上部は崩壊あるいは土砂に埋
没しているため、全長は不明。下部の明瞭な部分で計
ると、石段は幅80cm、蹴上げ15cm、蹴込み30cm
であった。

〈階段跡B7〉（Photo 16-19）

　斜面最下部の地表にあるB1とB2の建造物跡と、
最上部にあるB5の建造物の間の斜面に設けられた石
段で、5段ほどが残っているが、地形から見て、さら
に上部と下部に延びていたものと推測できる。明瞭な
部分で石段の幅は86cm、蹴上げ15cm、蹴込み
32cmであった。なお、B1、B2の地表レベルから斜
面を上がるためには、さらに西側にB8の石段跡が設
けられており、B8階段上部とB7階段下部の間は斜面
を横切る道で繋がれて、その道がさらにB6階段下や

Photo 16-17 B5建造物跡の入口階段Photo 16-16 B5建造物跡

Photo 16-15 B4建造物跡の石材Photo 16-14 B4建造物跡
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B3建造物まで延びていたことが考えられる。
〈階段跡B8〉（Photo 16-20）

　明瞭に確認できるのは斜面下部の6段ほどのみで、
上部は崩落もしくは埋没している。石段の幅は
55cm、蹴上げ15cm、蹴込み36cmであった。

〈建造物跡C〉（Photo 16-21・16-22 ／ Fig. 16-３）

　B地区から西へ250mほど離れた地点にある単独の
建造物跡で、角張った自然石を2列に並べて約10×
10mの正方形の外郭が区切られ、中央に大きな石板
を組んで造った正方形の囲いと、正確に並んで立つ長
い石柱が残されている。外郭の石列の自然石は、一辺
が20 〜 40cm程度の大きさのものがほとんどであっ
た。内側に立ったまま残る石柱は8本で、そのうち折
れていない1本は現在の地面から高さ184cm、断面
は30×18cmの形状を見せ、残りの石柱は、これと同
様に断面がやや長方形のものもあるが、多くが約25×
25cmの断面で揃っている。中心にある石囲いに用い
られた石版は、長さが約80cmから約140cm、厚み
も10cmから24cmとまちまちだが、上辺の幅はいず
れも40cmに切り揃えられ、その40cm幅の一辺で外
のりが220cm×220cmの正方形の囲いを成すように

積み上げられている。考古局及びCCFスタッフによ
れば、この石囲いはそこに立っていた菩提樹を囲むも
のであり、したがってこのC遺構は菩提樹堂の跡であ
るという。

〈建造物跡D〉（Photo 16-23〜16-29 ／ Fig. 16-4）

　 2段構成のテラス上に3つの矩形建造物跡が残る遺
構である。テラスは斜面下方の南東側に擁壁を築いて
造られ、そこには上段テラスと、進入路を伴う下段テ
ラスの外郭が明瞭な姿で残されている。その上段テラ
スの南東辺は長さが約40mで、下段テラスから115×
20×30cmの切り石3段を積み上げて造られ、中央部
に登り口階段が設けてある。その登り口（玄関側）か
ら見て左側の上部テラス外郭（南西辺）は不明瞭だが、
右側（北東側）は図のような張り出しテラス状の形を
成し、テラス上の建造物配置も図のごとくである。ま
た、上部テラスへの登り口階段は幅140cm、蹴込
28cm、蹴上19cmの石材7段で構成され、左右に欄
干（手すり）があり、下には幅130cmのムーンスト
ーン（装飾彫刻なし）も残されている。
　上部テラスの3つの建造物跡のうち、南側の遺構は
10m×4mほどの敷地規模を見せ、その内側には石材

Photo 16-19 B7階段跡

Photo 16-20 B8階段跡

Photo 16-18 B6階段跡
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建造物(菩提樹堂)跡C 概念図 (Area C, Site plan)

18

0                2                 4m

Fig. 16-3 建造物（菩提樹堂）跡C

Photo 16-21 C菩提樹堂中心部

Photo 16-24 D2テラス擁壁（南東角）Photo 16-23 D1テラス擁壁（南東辺）

Photo 16-22 C菩提樹堂
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と煉瓦の破片が散在しているところから、石材の基部
に煉瓦の壁を乗せた建物があったと思われる。敷地の
外郭を成す基部石材には、それぞれ157×44×35cm、
103×53×20cmほどの切石が2段積みで用いられて

いる。また東側の建造物遺構は敷地が約4m四方と小
規模だが、入り口跡の南西側に幅110cm、蹴込
23cm、蹴上17cmの2段の石段跡が見受けられる。
この石段の欄干とガードストーンだったと思われる石

0            5           10m

建造物跡D 概念図 (Area D, Site plan)

Stone 
    Bridge

19

Photo 16-26 D4ムーンストーンPhoto 16-25 D3上部テラスへの階段

Fig. 16-4 建造物跡D概念図-19
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材も周辺に散在していた。一方、テラスの中央部を占
める西側の巨大な遺構は、約18m×13mの外郭を見せ、
その面積と遺物の散在状況から内側に複数の建物が含
まれていたようにも思われるが、損壊が激しいため定
かではない。外郭を成す石列の石材は30×20×20cm
程度の自然石である。
　なお、上部テラス階段下の下部テラスから南東に延
びる進入路は、約15m先にある崩壊した石橋を経て、
さらに先へ不明瞭ながらも伸びており、テラスBまで
続いていたと考えられる。また、このD遺構の敷地外

には北西側に一部自然石のアウトラインが散見され、
沢の流れをせき止めて沐浴用の池を作っていたと推測
できる。

〈テラスE〉（Photo 16-30・16-31）

　露岩帯の斜面に、擁壁にしたような形で石列が1列
に北東から南西方向へ伸びている。石は自然石で大き
さは30〜 60cmであった。石列の端には地面に直接
掘られた約3cmの浅い穴が50cm間隔で縦横2×2個
掘られていた。石列よりも上に一箇所石片が大量に積
み上がっていた。元からそのようになっていたのが何

Photo 16-28 D6石橋跡Photo 16-27 D5遺跡南東に延びる道

Photo 16-31 E露岩上の建造物跡

Photo 16-29 D7沐浴場跡 Photo 16-30 E露岩上に彫られた浅い窪み
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かしらの建造物が破壊されたものなのかは不明。
〈建造物跡F〉（Photo 16-32〜16-34）

　自然石を一列に並べて8×8mの外郭が区切られ、
内側に16本の石柱が、4本×4本の形で整然と立って
いる。それぞれの石柱の間隔は約2.5mで、最も大き
い石柱は現在の地面から高さ175cm、断面が37×
21cmであった。形状からは布薩堂の跡を思わせるが、
断定はできない。また、敷地の内外には線状の模様が
入った陶器片や鉄鉱石が散乱していた。

〈排水槽G〉（Photo 16-35・16-36）

　縦横約230×350cm、深さ約160cmの石造の縦坑
（ビソーコトゥワ）跡で、排水口などは崩壊して不明
瞭になっている。用いられている石材は幅はどれも
30〜 50cm程度の大きさだが、長さはばらばらで最
長のもので200cmであった。厚みも13cm〜 50cm
とまちまちで、それらを坑の内面が平らになるように、
精緻に組み合わせた跡が見られる。

Photo 16-36 G排水槽内部の石組

Photo 16-35 G排水槽跡

Photo 16-32 F建造物跡

Photo 16-34 F線文様の入った陶器片

Photo 16-33 F建造物跡石柱.JPG
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VI. ガルワッタヘーナ山上の遺跡群
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0     1      2     3km

III．2013年隊調査地域略図

to Habarana Sigiriya 
  Rock

Sigiriya
Kimbissa

Luam
aluwa

to 
Anuradhapura

Dambulla
Kandalama 
   Tank

Galwattahena

Wewala  
Wewa

to Kandy

Kaludiyapokuna

Padanagala
(Nuwalagal Kanda)

W
ew
al
a 
O
ya

alwattahena



ガルワッタヘーナ山上の岩陰遺跡群
Galwattahena

【調査日】
　2013年8月18日

【スタッフ】
　松原、山本、村井、須藤、杉木、ジャヤラット、チ
ンタカ、ほか村人ガイド

【位置】
　ガルワッタヘーナ山は、前記ヌワラガルカンダ遺跡
の北北西約2kmの地点にあるウェワラ貯水池から北
西側へ1kmほど離れた地点にある。ダンブッラの町
からは東へ18km、シーギリヤからは南へ9kmほど
の直線距離である。標高は「5万分の1地図」による

と約263mであり、山上の岩陰遺跡1の地点で、GPS
測定値は北緯7度53分03秒、東経80度46分37秒
であった。

【アプローチ】
　ヌワラガルカンダ遺跡群内においたベースキャンプ
からシーギリヤへ戻るジープ道をたどり、3つ目の川
を越えたら右折して北側へ1kmほど進むと、遺跡の
一角を占める寺院（遺跡を改修・復元した現代寺院）
に着く。そこからは徒歩で寺院敷地から続く道を北へ
歩いて行くと岩陰遺跡群のある尾根に出る。岩陰遺跡
は現在も寺院の比丘らに利用されているので、歩道も
整備されていてアプローチは容易である。

90 — Galwattahena

0         2.5          5m

ガルワッタヘーナ山上の岩陰遺跡群概念図 (Galwattahena, Site an)
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Fig. 17-1 ガルワッタヘーナ山上
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【全体的状況】
　森林が覆う低山の尾根上に、巨岩が点在しており、
大きく8か所に分けられるそれらの岩に、比丘の修行
場であった岩陰遺跡が残されている（Fig. 17-1）。こ
れらはいずれも自然の岩陰に手を加え、一部奥へと彫
り込んだり、入り口天井部に雨水切りの岩溝や庇の線

（カターラン）を彫り込んで造られ、一部の岩陰内部
には碑文（岩陰整備の寄進者名などを刻す）が刻まれ
ている。その碑文の書体などからは、これらの造営年
代が紀元前3世紀まで遡れることが分かっている。ま
た、それらの岩陰を繋いでいたステップの遺構なども
残存しているが、一部の岩陰は修復されて現在も修行
僧に使われており、そのために失われた内部遺構もあ
ると推測される。歴史上、何度かにわたって修行僧が
集まり、ある時期からは南側の寺院を拠点に、それぞ
れが自分の修行場としての岩陰で雨露を避けての座
禅、瞑想に励んだものと思われる。
　なお、本部的な役割を担ったと思われる南側寺院敷
地内には、修復された岩陰寺院のほか、平地上に寺院
遺跡が残り、沐浴池や碑文なども残されている。

【部分的状況】
〈南側寺院〉（Photo 17-1〜17-5）

　敷地内に石柱（床束）が残る建造物跡のほか、修復
されて用いられている岩陰寺院、沐浴池などがあり、
沐浴池の畔にはナーガ（コブラ＝竜神）象も立てられ
ている。また、敷地内には碑文なども保管されている。

〈岩陰遺跡1〉（Photo 17-6・17-7 ／ Fig. 17-2）

　3つの巨岩が18mほどの高さに重なり合う中の、
南側下部の岩の南東側に横幅8mほど、カターラン直
下からの奥行き3mほどの規模で岩陰がある。内部に
は矢穴のある石材や石柱だったと思われる石の破片が

Photo 17-5 南側寺院沐浴池畔のナーガ像

Photo 17-4 南側寺院沐浴池

Photo 17-3 南側寺院に残る碑文

Photo 17-2 南側寺院建造物跡Photo 17-1 南側修復寺院
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岩陰遺跡1 概念図 (Rock shelter 1, Site plan)

Inscriptions
  

(Da ma gu tha the ra ha)

Shelter

0                     5m

21

岩陰遺跡2 概念図 (Rock shelter 2, Site plan)

Shelter

0                     5m

22

Photo 17-7 岩陰遺跡1 外側面の刻文

Fig. 17-2 岩陰遺跡1概念図

Photo 17-8 岩陰遺跡2

Photo 17-6 岩陰遺跡1 天井部

Photo 17-9 岩陰遺跡2 岩の上部

Fig. 17-3 岩陰遺跡2概念図
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数個転がっているのみで、人工物は見られない。北側
の岩の北西側面には碑文が刻まれており、考古局によ
ると7文字が判読できるというが、断片的で意味は分
からないという。

〈岩陰遺跡2〉（Photo 17-8・17-9 ／ Fig. 17-3）

　複数の岩が寄り合う巨岩地帯の中で、広さが15×
10m以上、高さが5mほどもある最大の岩の南東側
に岩陰がある。岩の上部は平坦で庇状に張り出した縁
に雨止めのカターランが施され、岩陰は横幅8mほど、
地表部での奥行き2〜 3mの規模で、外壁が修復（新
築）されており、室内奥の岩壁には人工的に穿った跡
もある。

〈岩陰遺跡3〉（Photo 17-10・17-11 ／ Fig. 17-4）

　隣り合う二つの巨岩のそれぞれ南側が、そのまま庇
を張り出した形の岩陰になっている。このうち南西側
の岩陰は横幅10mほど、奥行き5mほどで、天井面
に碑文が刻まれている。北東側の岩の岩陰は幅9m、
奥行き4mほどである。いずれの岩陰にも天井部には
カターランが施され、白い漆喰塗りの外壁が新築され
ている。

〈岩陰遺跡4〉（Photo 17-12〜17-14 ／ Fig. 17-5）

　広さが20×14m、高さ9mほどもある巨岩の南側下
部が深くえぐれた形の岩陰である。岩陰の幅14m、
奥行きは6mほどで、一部には人工的に岩壁を削った

0                     5m

岩陰遺跡3 概念図 (Rock shelter 3, Site plan)

Shelter

Shelter

23

 Inscription

Photo 17-11 岩陰遺跡3 刻文Photo 17-10 岩陰遺跡3

Fig. 17-4 岩陰遺跡3概念図

Photo 17-12 岩陰遺跡4 Photo 17-13 岩陰遺跡4 地面擁壁
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跡もある。岩の麓の地面には岩陰を囲む形で石垣の擁
壁によってテラスが築かれ、一段下の地面から登る石
段が東側に設けられているが、これは現在もこの岩陰
が修行僧に用いられているためで、元来の遺構がその
ままこのような形であったかどうかは不明である。こ
こも外壁が新築されている。

〈岩陰遺跡5〉（Photo 17-15〜17-18 ／ Fig. 17-6）

〈岩陰遺跡6〉（Photo 17-19〜17-21 ／ Fig. 17-6）

　この2つは岩自体も岩陰も比較的小さく、岩陰5は
広さ11×5mほどの岩の東側面が帽子のツバ状に張り

出した下の部分にあって、幅2〜 5m、奥行き2m余
ほどしかない。ここには入り口階段のムーンストーン
や内部壁の刻文も残されている。また岩陰6はさらに
小さく、寄り合う3つの小岩の西面の麓に、実質2m

Photo 17-14 岩陰遺跡４ 天井カターラン

0                     5m

岩陰遺跡4 概念図 (Rock shelter 4, Site plan)

Shelter

Stone steps
    (newly built)

Battress-wall
    (newly built)

24

Fig. 17-5 岩陰遺跡4概念図

Photo 17-18 岩陰遺跡5 ムーンストーンPhoto 17-17 岩陰遺跡５ 刻文

Photo 17-16 岩陰遺跡5 カターランPhoto 17-15 岩陰遺跡5
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四方ほどの座禅空間を持つだけとなっている。いずれ
も外側天井にはカターランが施され、外壁が新築され
た跡がある。

〈岩陰遺跡7〉（Photo 17-22〜17-24 ／ Fig. 17-7）

　広さ18×14m、高さ7mほどの巨岩の南面下が岩陰
となり、幅14m、奥行き2〜 3mの横広の空間を持つ。
外壁が新築された岩陰の前は露岩の斜面となってお
り、岩盤上に彫られた階段の跡も残されている。

　          　　　　 25

岩陰遺跡5,6 概念図 (Rock shelter 5,6, Site plan)

Shelter 5

Shelter 6

0                     5m

Photo 17-21 岩陰遺跡6 奥部座禅空間

Photo 17-20 岩陰遺跡6 カターランPhoto 17-19 岩陰遺跡6

Fig. 17-6 岩陰遺跡5、6概念図

Photo 17-23 岩陰遺跡7 天井部Photo 17-22 岩陰遺跡7
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〈岩陰遺跡8〉（Photo 17-25・17-26 ／ Fig. 17-8）

　これも巨岩（15×17m、高さ6mほど）の南側が帽
子のツバ状に張り出した下部にある岩陰で、横幅
8m、奥行きは5mほどあるが、外壁が新築され、内
部も改修、整地されて現在も修行僧に使われているた
め、元来の姿とは若干異なっていると思われる。

　       

26

岩陰遺跡7 概念図 (Rock shelter 7, Site plan)

Shelter
Steps 
carved on the rock

Naked rock

0                     5m

0                     5m

　  Shelter

岩陰遺跡8 概念図 (Rock shelter 8, Site plan)

27

Photo 17-26 岩陰遺跡8 岩へ続く階段跡　

Photo 17-25 岩陰遺跡8 天井部

Photo 17-24 岩陰遺跡7 露岩斜面の階段

Fig. 17-8 岩陰遺跡8概念図

Fig. 17-7 岩陰遺跡7概念図
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VII. カルディヤ・ポクナの遺跡群

Kaludiya Pokuna

0     1      2     3km

III．2013年隊調査地域略図
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カルディヤ・ポクナ遺跡群
Kaludiya Pokuna

【調査日】
　2013年8月21日〜24日

【スタッフ】
　松原、山本、村井、須藤、杉木、ジャヤラット、チ
ンタカ、ガミニ、チャンドラヤナ　ほかCCF公園管
理スタッフ

【位置】
　カルディヤポクナは、ダンブッラの東方にあるカン
ダラマ貯水池から、さらに東へ3kmほどの山中に位
置する。この山域は遺跡群のある谷間を中心に南北方

向へ4.5kmほど広がっており、ダンブッラから遺跡
までの直線距離は約12km、シーギリヤからは南南西
へ約10km、前記ガルワッタヘーナ山からは西へ約6
キロ離れている。GPSの測定値は遺跡群中のA区域
で北緯07度52分32秒、東経80度44分08秒であっ
た。

【アプローチ】
　シーギリヤの考古局バンガローから西へ進み、キン
ビサ付近で南へ左折し、そこから8kmほど道なりに
進むと、南東方向の遺跡に続くジープ道が現れる。カ
ルディヤポクナの遺跡（公園）管理小屋前までは車輌
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0            30          60m
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カルディヤ・ポクナ遺跡群概念図 (Kaludiya Pokuna, Site plan)

Area B

B2

B1

Area A

Area E

Area C Pond

Area D                                    
Rock

Fig. 18-1 カルディヤ・ポクナ遺跡群
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でアプローチできる。

【全体的状況】（Fig. 18-1）

　明瞭な伽藍配置の跡を残す寺院境内（A区域）
を中心に、大きな広がりを見せる複合的な遺跡で
ある。長い参道跡や、現在の地名の由来となって
いる池（Pokuna＝沐浴場）などがあり、これら
はすでにCCFによって簡易発掘などの調査がな
されている。当隊はこれらのほか西側の未調査区
域（E区域）などを測量調査したが、CCF局員ら
によると、さらに南側の山中にも比丘の修行場と
なった岩陰遺跡が多く残されているようで、遺跡
の全容はまだ未解明といってよい。なお、CCF
の研究によれば、この遺跡群は紀元前1世紀にサ
ダティッサ王（KinSaddathissa）により建設さ
れたもので、その後9〜 10世紀まで僧院として
機能していたとされる。

【部分的状況】
［A区域＝寺院A］
（Photo 18-1〜18-3 ／ Fig. 18-2）

　東西約80m、南北約110mの外郭からなる境
内に、仏塔、菩提樹堂、仏堂、布薩堂の4要素を
抱える広大な寺院の遺構である。境内は煉瓦積みの擁
壁で築かれた低いテラスとなっており、北側の辺の中
央に30〜 40cmの高さの石柱がいくつか残るエント
ランスを持つ。その正面方向（北側）に煉瓦が散在し
て続き、参道が伸びていたことを示している。外郭の
煉瓦積み擁壁は現在、北側と西側がCCFによって復
元されており、東側はすぐ下が溝になっている。南側
の池（沐浴場）を経由した水が流れていたものと考え
られる。

0           10          20m
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A区域概念図　(Area A, Site plan)

A2

Bodhi-ghara
  (菩提樹堂）

A1

Stupa
  (仏塔)

Brick wall

A3

Uposatha-ghara
  (布薩堂)

A4

Patima-ghara
  (仏堂)

Fig. 18-2 A区域概念図

Photo 18-3 A区域内部

Photo 18-2 A区域 未修復のテラス擁壁

Photo 18-1 A区域 修復されたテラス擁壁
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〈仏塔A1〉（Photo 18-4〜18-22）

　境内の北東側に位置し、約20m四方、高さ1.5m
ほどの基壇から上部の伏鉢部まで一応の復元がなされ
ているため、元の正確な高さや形状はわからなくなっ
ている。南側の上がり口階段も復元され、階段下には
ガードストーンが2つ残っていて、1つは龍王（ナー
ガラジャ）が彫刻されているが、もう1つには装飾は
見られないところから、それぞれ異なる時代のものと
推定できる。竜王のガードストーンは地表からの高さ
133cm、幅59cm、厚み16cmで、無装飾のものは

高さ104cm、幅68cm、厚み14cmとサイズも異な
っていた。また、ムーンストーンや階段手摺りなど（欄
干）などは見られなかった。一方、復元整地された基
壇上部には、伏鉢を囲む形でいくつかの小塔が据えら
れていた跡であるのか、基台部分や崩壊した煉瓦積み
などが見られる。また供花台のほか、傘蓋かと思われ
る円盤状の石、芯柱と思われる八角石柱など仏塔建築
部品の石材が各種残されている（写真参照）。これら
は発掘時の出土品を、全体修復後に集めて置いたもの
であろう。

Photo 18-9 A1小塔基台Photo 18-8 A1小塔遺構

Photo 18-7 A1基壇遺構の石列Photo 18-6 A1仏塔伏鉢側面

Photo 18-5 A1仏塔正面階段Photo 18-4 A1仏塔全体像
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Photo 18-17 傘蓋ほか（横から）Photo 18-16 傘蓋ほか

Photo 18-15 円形石版側面Photo 18-14 A1円形石版

Photo 18-13 A1円形石版（供花台）Photo 18-12 A1石柱（ユーパストーン）

Photo 18-11 A1ユーパストーンPhoto 18-10 A1供花台
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Photo 18-25 A2菩提樹跡Photo 18-24 A2菩提樹堂敷地外郭

Photo 18-23 A2菩提樹堂敷地遺構Photo 18-22 A1仏足石側面

Photo 18-21 A1仏足石上面Photo 18-20 A1装飾石板

Photo 18-19 A1石臼（薬研）上面Photo 18-18 石臼（薬研）
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〈菩提樹堂跡A2〉
（Photo 18-23〜18-25 ／ Fig. 18-3）

　境内の北西側にある菩提樹堂跡は、埋もれた自然石
（割石）の散乱などから縦横5m四方ほどの外郭がわ

かり、東側に入口と思われる巨大な石板（幅277cm、
奥行き112cm、厚み22cm）が置かれている。周囲
には中心にあった菩提樹を囲むように先の折れた石柱
（断面20~30×20~30cm）が数本立ったまま円形を描
くように残っている。

〈布薩堂跡A3〉
（Photo 18-26〜18-32 ／ Fig. 18-4）

　境内の南西側にあり、石柱の並びから見てとれる規
模は東西18m×南北12mほどだが、建物の外郭は埋
もれた石列がわずかに見られるのみで測定は不可能だ
った。内部の石柱の配置は見る限り6×7本の42本の
構成。石柱は断面が長方形の物がほとんどで、最大の
ものは断面40×60cmで高さは364cmにも及ぶ。入
り口用の石板と階段だったと思われる石材が北側にあ
り、敷地内には仏塔A1と同様に装飾があるものとな
いものの2つのガードストーンがあった。それだけが
直立していたので、出土物を人為的に据え付けたもの
と考えられる。また、この敷地内には供花台と思われ

30

A2 菩提樹堂跡概念図 (A2 Bodhi-ghara, Site plan)

0       1         2       3m

Fig. 18-3 A2菩提樹堂跡概念図

Photo 18-29 A3布薩堂ガードストーン2Photo 18-28 A3布薩堂ガードストーン1

Photo 18-27 A3布薩堂石柱Photo 18-26 A3布薩堂跡
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る四角い石板が、仏塔の傘蓋と思われる円盤石材とと
もに置かれているが、これらは遺跡修復後に他の場所
から運ばれたものであろう。

〈仏堂跡A4〉（Photo 18-33〜18-36 ／ Fig. 18-5）

　境内の南東に位置し、端の石柱（床束）から見て取
れる規模は東西13×南北18mほど。敷地内には文字
（経文？）がびっしりと刻まれた石版が残されている
が、ほかにはごく少数の床束と煉瓦片以外に遺物がな
いため、正確な形状は分からない。

0                2                4m

A3 布薩堂跡概念図 (A3 Uposatha-ghara, Site plan)

31

Photo 18-32 A3布薩堂　供花台と傘蓋

Photo 18-30 A3布薩堂折れた石柱

Fig. 18-4 A3布薩堂跡概念図

Photo 18-31 A3布薩堂　供花台
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［B区域］（Photo 18-37〜18-39）

　A区域から北へ伸びる参道は一部に自然石のアウト
ラインが残っており、道幅はおよそ5m。B2には参
道脇西側に山門跡とも思われる遺構があり、水道用の
石樋なども見られた。参道両脇には礎石や煉瓦片が散
見され、参道にそって建造物が建てられていたことも
推測できる。

〈建造物跡B1〉
（Photo 18-40〜18-44 ／ Fig. 18-6）

　縦横18×18mの規模を持つ建造物跡。外郭は長方
形の石板を地面に差しこむようにして形成されてい
る。外郭を成すこの石板の大きさは幅100 〜
140cm、厚さ10〜 30cm、高さは地面から抜けかけ
だったり傾いたりしているため正確な値が取れない。
敷地内には現在の地表からの高さ約30cm、断面約
25×25cmほどの石柱（床束）が15本ほど残っている。
また、敷地内には煉瓦片や礎石が散乱するほか、最大
で長さ191cm幅73cm厚み22cmの石板が8枚散在

0                2                4m
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A4 仏堂跡概念図 (A4 Patima-ghara, Site plan)

slate

Fig. 18-5 A4仏堂跡概念図

Photo 18-36 A4仏堂の経文石版Photo 18-35 A4仏堂敷地に散らばる煉瓦片

Photo 18-34 A4仏堂敷地の床束

Photo 18-33 A4仏堂敷地跡
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0   　　　　　　 5m

33

建造物跡B1 概念図 (B1, Site plan)Fig. 18-6 建造物跡B1概念図

Photo 18-39 B参道脇の水道石樋

Photo 18-38 B参道脇の石列Photo 18-37 B参道

Photo 18-41 B1建造物跡礎石Photo 18-40 B1建造物跡外郭
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しており、床束に載せられた床石だったものと考えら
れる。

［池＝沐浴場C］
（Photo 18-45〜18-48 ／ Fig. 18-7）

　現在地名の由来となった池（Pokuna）では、西側
と北側、南側の一部に外縁の石列が2重または3重に
延び、四角く池を区切っていた様子が見てとれる。最
も内側は石垣が南北の角まではっきり残り、長さは約
38m。2列目の石列は南側の端部が見られなかったの

34

C区域概念図 (Area C, Site plan) 

  Pond

0            5           10m

Photo 18-44 B1建造物跡礎石2

Photo 18-43 B1建造物跡礎石1Photo 18-42 B1建造物跡の煉瓦片

Photo 18-46 C2池外縁の石垣

Photo 18-45 C1池跡の草地

Fig. 18-7 C区域概念図
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で規模は不明。北側には3列目の石列も見られたが、
西側の辺には見られなかったので池の外縁であったも
のかどうかは不明。また、池の東側は急斜面になって
いるため、自然地形がそのまま外縁を成していたと考
えられる。現在、池は枯れて底には草が生い茂ってい
る。

［岩陰遺跡D］（Photo 18-49〜18-53）

　池Cよりさらに南側にある高さ14mほどの巨大な
岩に岩陰遺跡が残っている。岩陰の下部には煉瓦でで

Photo 18-48 C4水道用の石樋Photo 18-47 C3池外縁の石列

Photo 18-51 D岩陰遺跡の室内 Photo 18-52 Dカターランと横木穴

Photo 18-50 D岩陰遺跡外壁遺構Photo 18-49 D岩陰遺跡

Photo 18-53 D横木穴
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きた外壁が残り、内部の床には石板が敷き詰められて
いる。岩陰上部にはカターランのほか、屋根の骨組み
用の横木を差し込むための穴が少なくとも3種類以上
みられ（T字、正方形、長方形）、時代ごとに改修し
て使用していたと推測できる。

［E区域］（Fig. 18-8）

　小さな建造物跡が集合する区域。E3〜 E10、E11
〜 E14はそれぞれ斜面下部の低いテラス状の段丘上
にある。

〈建造物跡E1〉（Photo 18-54）

　西側斜面の裾に当たる低いテラス状の場所にある石
柱群で、南西側にある遺跡群の密集からは少し離れて
いる。途中で折れた石柱が3本ほど南北に一列に立ち、
他は倒れている。石柱は断面が約30×30cmほどのも
のである。

〈階段E2〉（Photo 18-55）

　北から南へ向かって遺跡群があるテラスへ上がるた
めの階段で、長さは約22.5m。下部と上部の高低差
は約6.5mで、上部の22段は元の整った状態を維持
している。下部では異なる大きさの石段が混ざり、一
部は崩壊して間隔が空いている。現存する石材のみで
34段。上記の石段を並べた場合約45段ほどの規模だ
ったと推測できる。用いられている石材の大きさは多

0                20              40m

35

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E8E7 

E9 
E10

E11

E12

E13
E14

E15

Photo 18-57 E4建造物跡

Photo 18-56 E3建造物跡

Photo 18-55 E2階段

Photo 18-54 E1建造物跡

Fig. 18-8 E区域概念図
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くが135×25×25cmのものである。
〈建造物跡E3〉（Photo 18-56）

　縦横4×6mほどの敷地に、床束の石柱が4×4本の
形状で残る建造物跡。床束石柱の断面はすべて約25×
25cmで、現在の地面から50cmほどの高さで立って
いる。

〈建造物跡E4〉（Photo 18-57）

　上がってきた階段の正面に位置し、階段から続く道
を挟みこむようにして石柱が建っている。左右それぞ
れ3×3本の石柱が立っていたようで、全体では南北

6.5m×東西8mほどの敷地面積がある。入り口に当
たる北側には踏み石とも思われる楕円の石板が埋まっ
ており、その脇に欄干（手摺り）が1つだけある。

〈作業台E5〉（Photo 18-58・18-59）

　大きな岩に直径20cmほどの円形の彫り込みがあ
る。この窪みを臼または薬研として使い、ここで薬草
等を挽くなどの作業をしていたとCCF側では推定し
ている。

〈建造物跡E6〉（Photo 18-60・18-61）

　8本ほどの床束石柱が残る建造物跡で、縦横4×5m

Photo 18-61 E6建造物跡石柱Photo 18-60 E6建造物跡

Photo 18-59 E5作業台上部Photo 18-58 E5作業台の石

Photo 18-63 E8建造物跡外郭Photo 18-62 E7建造物跡
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ほどの狭い範囲に4×3本の構成で床束が立っていた
と推測できる。石柱の断面は約25×25cmで、現在の
地表からの高さは最長で80cmであった。東側の道に
面した部分には入り口の欄干が一対、埋もれて残って
おり、長さ約65cm、厚み約20cm、高さは25cmほ
どが露呈していた。

〈建造物跡E7〉（Photo 18-62）

　縦横7.4×5.3mの範囲に10本ほどの石柱が残る建
造物跡。残っている石柱の配置から4×6本で構成さ
れていたと推測できる。ほとんどの石柱の断面は約

25×25cmで、高さは全て折れているため不明。東側
にE6と同規模の欄干が一対残っている。

〈建造物跡E8〉（Photo 18-63・18-64）

　石柱群の中央に巨木が生えているため規模も形状も
不明の建造物跡。それぞれの石柱の断面は約25×
25cmで、高さは全て折れているため不明だが、倒れ
ている石柱には1mを超えるものがある。

〈作業台E9〉
　厚さ12cmの石板に直径20cmの円形の彫り込みが
隣り合って見られる。涸れ沢の脇にあるので、ここで

Photo 18-65 E10建造物跡Photo 18-64 E8建造物跡石柱

Photo 18-69 E14泥落とし石Photo 18-68 E13外壁跡の石列

Photo 18-67 E12倉庫跡Photo 18-66 E11椅子（上から）
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煎じた薬草などで体を洗っていたのではないかと推測
される。

〈建造物跡E10〉（Photo 18-65）

前述の建造物群より一段高い東側のテラス状の土地に
あり、1列に並んだ石柱4本とその横に立つ石柱の計
5本のみが残る。石柱の断面は約30×30cm。全て折
れているため高さは不明で、残っている石柱が少ない
ため規模も形状も不明である。

〈椅子E11〉（Photo 18-66）

高さ24cm、奥行き43cm、幅66cmの石で出来た椅子。
上面前部に腰が下ろせる窪みが彫られている。僧が説
法を行うときに座ったと考えられる。

〈倉庫跡E12〉（Photo 18-67）

柱穴を穿ったいくつかの礎石や、縦横約130×80cm、
厚み約20cmの石板が散乱している。ここは根拠は不
明だが考古局ジャヤラット氏の談によると、穀物など
を蓄える倉庫があったということである。

〈外壁E13〉（Photo 18-68）

　広いテラス状の段丘上に境内を区切る外壁のように
延びている切石積みの壁。東西に伸び、西側は巨岩帯
にぶつかったところ、東側は谷にぶつかったところで
途切れている。石材は最大のもので71×30×20cm。
段数は3〜 4段が残っている。

〈泥落としE14〉（Photo 18-69）

　建物内に入る際に足の土汚れを落とすための石。縦
横61×52cm、厚み6cm。浅い箱状に彫られた石版の
底の表面に、直径1cmの円形の窪みが無数に彫られ
ていて、その凹凸で足の汚れを落としていたとされる。

〈便器E15〉（Photo 18-70〜18-73）

　石造の小便器、大便器、水道石樋などが固まって散
乱している。大便器は割れてしまっているが、他は目
立った破損もなくきれいな状態であった。涸れ沢の両
岸のどちらかに便所があったと推測できる。

Photo 18-73 E15ステップ(足置き石)破片Photo 18-72 E15水道用石樋

Photo 18-71 E15大便器Photo 18-70 E15小便器
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2011年隊の活動

調査隊長　菅沼圭一朗

　2011年の調査隊は、同年の春に関東学生探検連盟の報告会の席で隊員を募集したことで実
質的に発足した。それ以前にNPOの会員間では前年の調査の継続が議論され、前年隊の最長
老隊員、西山昭宣さんらから私が隊長になるよう促されて、私もそのつもりである旨を勢いよ
く宣言していたのだが、実際には何の準備もないまま春を迎えてしまったのが実状だった。
　調査隊員の呼びかけには、東海大学から私を含む3名、早稲田大学・法政大学・関西大学・
東洋大学・中央大学からそれぞれ1名ずつ、計8名の探検部員学生が参加を表明した。しかし、
本格的に隊が動き出したのは6月にさしかかろうという時期であり、その準備の遅れが最大の
反省点となった。学生だけの遠征隊として、その「未知数」が期待されていたものの、結果と
して多くの方々のお世話にならざるをえなかったことに対して、お詫びとお礼を申し上げなけ
ればならない。
　スリランカに渡ってからの現地調査には、スリランカ政府考古局から前年（2010年）隊に
も参加したバンダーラ氏とヴィジャナヤケ氏が同行されることになり、地元との交渉などにお
いて大きな力となっていただいた。とくに車両の提供や基地となる宿泊場所を手配していただ
いたことで探査をスムーズに行なうことができた。
　2011年隊が目標としていた探査地は大きく分けて2つである。ひとつは前年の2010年隊
が発見・調査したワスゴムワ国立公園西端のスドゥカンダ遺跡の再調査だ。これは前年の調査
で把握しきれなかった遺跡の広がり（末端部まで含めた全貌）を確認するとともに、改めて写
真資料などを追加することが具体的な目的となった。2つ目は同じワスゴムワ国立公園の北東
部にあるダストタ地域の探査である。ダストタ地域は歴史資料にも頻繁に地名が登場する考古
学的価値が高い場所であるが、広大な潅木地帯であることからゾウなどの大型野生動物が多く
生息しており、危険性が高いため、その深部はこれまで未調査のままであった。
　実際の探査は8月11日、ポロンナルワ周辺の遺跡からスタートした。国立公園外の遺跡を
メインに行なったが、時として境界であるアンバン河を渡渉し、国立公園内部の探査を行なう
ことも多かった。このとき発見した遺構が、ウェワエラ（Wewaella）などである。

　8月15日に国立公園の西側・
バカムナへ移動し、翌日から2日
間はスドゥカンダ遺跡の再調査を
行なった。遺跡の全貌を把握する
ことが目的だったことは前述した
が、具体的には前年度に発見でき
なかった仏塔跡の確認と、テラス
Aの大階段跡の機能の判別が全貌
把握のキーポイントである。テラ
スAの大階段跡については、①寺
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院へのエントランスとしての階
段、②沐浴施設のどちらの機能
を持つのかという議論が前年か
ら交わされており、沐浴施設の
跡であるとすれば貯水用のダム
跡があるはずだという読みから、
ダム跡の発見を具体的な目標と
した。探査の結果、仏塔跡とダ
ム跡は発見され、スドゥカンダ
遺跡の全貌解明は一歩前進した

と確信できる。
　8月18日からはスドゥカンダの南方にあるマルウェヤーヤ遺跡地帯の探査を行なった。自
然石の上に大規模な建造物跡を残しているのがこの地域の特徴である。特筆すべきはスリラン
カ最古の仏塔といわれているトゥーパラーマ・ダーガバ（アヌラーダプラ）の1件しか確認さ
れていない供花用の石桶が2つも発見されたことである。同遺跡地帯と初期の王権のつながり
を示唆する遺物であるゆえ、今後の研究に期待したい。
　その後ポロンナルワのベースに戻った我々は、ダストタ地域の探査に向かった。ジャングル
泊をするスケジュールを組み、そのためトラクターや炊事用の村人を多数雇用した。2日間と
もに遺跡の発見は相次いだが、翌日のトラクターのトラブルに加え、ゾウの来襲もあって危険
と判断。探査を打ち切り、ベースへ撤退することとした。その後は探査終了日までポロンナル
ワ周辺の遺構を目標とするスケジュールを立てたが、大規模なものが多く、測量に最も苦労し
た数日であったことは意外であった。
　今回の反省点としては、冒頭で述べた準備の遅れに加え、探査スケジュールの不完全性が挙
げられる。スドゥカンダなど当初から目標としてい
た調査地以外については、現地ガイドの情報が基に
なっており、結果、不安定なスケジューリングとな
ってしまった。本来であればダストタ入域の準備の
段階で、ハンターやレンジャーなどの保安要員を増
員するべきであったし、さらにガイドの選定なども
より長い期間を設けて行なうべきであった。
　しかしそのような反省点を踏まえてもなお、今回
の成果は有意義なものであったと考えている。スド
ゥカンダの全貌把握やマルウェヤーヤ遺跡の詳細を
記録できたことは特筆すべき成果である。現状は本
書の記録に留まっているが、今後この調査データを
ベースに発掘や修復がなされ、観光開発が行なわれ
ることになれば隊員一同、これに勝る喜びはない。
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●2011年隊の現地行動日誌

8月3日 先発メンバーがコロンボ到着。スリランカ政府考古局で局長セーナラット・ディサ
ナヤカ博士と会見後、同行のバンダーラ氏らと日程、移動方法などを協議、装備調
達を始める。なお、交渉にはNPO本部から、私用でコロンボ滞在中の松山弥生理
事が同行し、通訳や調整に当たってもらった。

8月5日 調査現地での事前交渉のため、ベースキャンプ設営予定地であるポロンナルワ県エ
ラヘラ郡バカムナ村へ向け出発（隊長、渉外担当のみ）。

8月6日 交渉組帰隊。後発メンバーもこの日に到着し、全隊員がコロンボのYMCA宿舎に
集合する。

8月10日 移動日。考古局の車両と鉄道で2隊に分かれてポロンナルワにある考古局のバンガ
ローへ向かう。バンガローはシャワーも付いており、清潔であった。以後は特別な
記載がない限り、ここを宿舎(基地)とする。

8月11日 近隣でワスゴムワ国立公園入域についての交渉を行う。さらに国立公園区域への入
域地点（アンバン川の渡渉地点）の確認と、アルトゥ村の調水槽施設を用いての測
量演習を行った。

8月12日 国立公園外にあるアリガラ遺跡とダンブトゥルガラ遺跡の測量調査。
8月13日 国立公園内へ入域し、ウェワエラ遺跡を発見・測量。旧コタウェラ村跡を見つけた

が、新しい遺構のため測量はしなかった。午後はポロンナルワの修復・保全された
遺跡の見学。

8月14日 旧コタウェラ村跡にて、石柱の装飾部分の拓本をとるため国立公園へ再び入域。さ
らに国立公園外のパラクラマ・サムドラ湖西側での調査も行う予定であったが、探
査予定地の手前に流れる用水路が増水する可能性があるとのガイドからの情報に
より延期。

8月15日 バカムナ郊外ガルムッラ村の前村長ニマル氏の自宅へ一時ベースを移動（ニマル氏
宅は2010年の国立公園内スドゥカンダ遺跡の調査時もベースを置かせてもらった
家）。当初は庭にキャンプを設営する予定だったが、ニマル氏のご厚意により家の
中を使わせてもらえることになった。

8月16日 国立公園内に入り、スドゥカンダ遺跡を再調査。遺跡の全体像を再確認し、貯水池
施設遺構や仏塔を新たに発見した。

8月18日 バカムナ村周辺の遺跡探査。道路脇の階段跡やスリーケッターラム寺院遺跡を調査。
その後、マルウェヤーヤ遺跡地区へ探査に向かい、露岩上にある建造物跡や、一枚
石を削り込んで作られた水槽を発見。

8月19日 前日と同じエリアを引き続き探査する。四方50mに及ぶ寺院遺跡を発見し測量す
る。しかし盗掘による損壊が著しく敷地外郭のみ残存し、詳細は不明。午後、川沿
いにある遺跡を調査（モナラガラ）。川の水面へと伸びる階段があり、船着場だと
推定された。

8月20日 移動日。ベースを再びポロンナルワへ戻す。
8月21日 ポロンナルワ周辺の探査を再開。ダストタ入域に向けての交渉を行った後、先日延

期した探査を行うため移動し、橋脚跡の遺跡を測量。
8月22日 ダストタ地域へ日帰りで入域。探査途中、付近に現れた野象の群れをやり過ごすた
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めに待機を余儀なくされ、成果はほぼなし。午後は翌日以降の連泊探査に向けて
様々な交渉も行った。

8月23日 ダストタ入域。トラクターを借り受け、ドライバー 1人、案内人3人を雇用し、計
14人の大規模な隊となる。入域のためにアンバン川（ダストタの北側を流れる川）
をトラクターで越える際、タイヤが川底に嵌ったため全員で復旧作業を行い、1時
間ほど足止めを食らう。いくつかの遺跡を探査しながらマハウェリ川本流（アンバ
ン川を合流させてダストタの南側を流れる川）沿いにあるベースキャンプ設営予定
地へ向かう。ベースキャンプ設営後、周囲に火を焚いて就寝。象の咆哮に怯えなが
ら交代で火の見張りを行う。

8月24日 起床後すぐに川の対岸から象の群れがダストタへ渡渉してくるのを発見する。昨日
同様次の設営予定地へ移動しながらの探査で、計2箇所の遺跡を測量した。マハウ
ェリ川とアンバン川が合流する地点まで来たところでトラクターのタイヤがパン
クする。修理に向かっている間、徒歩での探査を行うも、遺跡に到着する前に象と
遭遇してしまい、探査を中断して緊急避難。無事戻ったが、また100m先の川に象
の群れを発見する。度重なる危険を考慮して、2泊3日の予定を短縮し、ダストタ
から緊急脱出した。

8月25日 再び公園外の探査をする。21日に探査を行った場所の更に奥へ向かい、幅500×
200mの岩山を登りその上に点在する遺跡を測量した（ウェヘラベンディガラ遺
跡）。石器時代の遺構も同時に見つかる。

8月26日 パラクラマ・サムドラ湖周辺の探査へ。四方100mに及ぶ巨大な寺院遺跡を発見(
メーダ・ウェヘラ遺跡)。その大きさと遺跡を覆う深い藪により測量は難航する。
午後になると象がやってくるという忠告を受け、急ピッチで作業を終え、速やかに
撤収。装飾石柱、仏像、水路跡、など種々の遺物を発見。ポロンナルワ時代の遺構
であると推定された。

8月27日 パラクラマ・サムドラ湖に浮かぶ孤島にあるコッガラ遺跡の探査へ。仏塔跡や、岩
盤を掘って作られた沐浴場を発見。この日をもって予定していたすべての探査が終
了した。

8月28日 早朝現地解散し、菅沼隊長らはコロンボで考古局挨拶や日本の派遣本部への報告な
ど。その後、隊員はそれぞれアジア各地を経て帰国。

2013年隊の活動
調査隊長　松原晃太

　2013年の派遣隊は、2011年の調査活動時にスリランカ政府考古局側から遺跡の存在を示
唆されながらも日程の都合で調査できなかった「ヌワラガルカンダ地域」を調査することを主
目的とした。
　隊の発足当初は2011年隊隊長の菅沼圭一朗氏が再び隊を率いる予定で、ほかに東海大学か
ら3名、法政大学から2名の学生が集まったが、菅沼氏が都合で参加できなくなり、前回経験
者の私が隊長を務めることとなった。またスリランカ現地では、2009年から2011年まで毎
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年参加して力強いパートナーとなって
もらっていたバンダーラ氏が今回は参
加できず、日本側5名と、初顔合わせ
の考古局員2名、さらに調査基地を置
いたシーギリヤで急遽、中央文化基金
（CCF＝文化・国家遺産省の機関）の
スタッフが加わって調査に当たること
になった。
　現地入りして最初に取り組んだヌワ
ラガルカンダ地域の調査では、私以外

の日本側隊員が現場での測量経験がなかったこともあって、ひとつひとつの遺跡の測量にかか
る時間が長くなり、移動や1日の休みを含めて計7日間を費やす非効率的な調査となった。そ
れでも実測した遺跡は大小合わせて14ヵ所に及び、東西900m×南北3000mの範囲の遺跡（こ
のうち南側にまとまって分布する遺跡群を「パダーナガラ遺跡」と呼ぶ）を図面化することが
できた。
　次に調査したガルワッタヘーナ山上岩陰遺跡群は、現地での事前協議では2日間をかける予
定だったが、想定よりも早く、8ヵ所の調査を1日で終わらせることができた。これは隊員が
測量調査に慣れたからでもあるが、疲労がピークに達していた時期でもあったため僥倖であっ
たといえる。
　最後に調査したカルディヤ・ポクナ遺跡群は、典型的な伽藍構成を見せる仏教寺院遺跡（外
郭と仏塔は復元済み）を中心に、ジャングルに広がっている遺跡群であり、大きく分けて、寺
院と北から続く参道脇の建造物群、西側のテラス上の建造物群、南側の池と岩陰遺跡の5つが
確認された。
　ここは遺跡の保全のため周辺一帯が国定公園に指定され、入り口までは車でアクセスできる。
そのため、前半に比べ体力的な負担が少なく済み、滞りなく測量調査を行うことができた。入
域初日に寺院遺跡を、2日目から3日目の前半まででテラス上の建造物群の測量を行い、3日
目の後半から4日目で残る参道脇の建造物群・池・岩陰遺跡の測量を済ませ、計4日で調査を
終了した。このうち、中心の寺院遺跡はCCFによって発掘と修復に伴う実測調査が成されて
いるが、他の部分と合わせての実測や概念図作成で遺跡の全体像を明らかにするのはこの報告
書が初めてだろうと思われる。
　以上が、2013年隊の活動のすべてだが、調査期間全体を通して、対象とした遺跡にはそれ
ぞれ必要な調査時間を充てることがで
きたものの、ヌワラガルカンダとカル
ディヤ・ポクナにはまだ未発見ないし
未調査の遺跡があるという情報も得て
いたので（CCF局員談）、さらに潤沢
な時間のなかでそれらの探査を行うこ
とができていれば、より充実した調査
結果が得られたはずである。
　また今回は、村人をガイドとして密
林の奥に入り込み、遺跡を探すという、
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これまでの隊のような「探検形式の手
法」がほとんど採れず、すでに目星が
ついた場所で、現地機関がすでに調査
した遺跡の周辺を探査するという「補
完的な活動」になったことは、対象と
した遺跡の幾つかが「未発見」ではな
かった事実と併せて、やはり心残りで
あった。
　このように、探検的観点から見れば
2011年隊に比べやや見劣りする内容

となってしまった2013年隊の活動であったが、測量することができた遺跡の数自体は、期間
と人員数に見合っていたと自負できるし、実際にその成果をこうしてまとめることができたの
は幸いである。
　この地域での今後の展望としては、やはり前述のヌワラガルカンダおよびカルディヤ・ポク
ナ深部の未発見、未調査遺跡の追調査が課題となると思う。特にカルディヤ・ポクナに関して
は、公園入り口から南方へ伸びる手付かずの山の周りに岩陰遺跡を主とした多くの遺跡が散在
していることが過去のCCFの踏査によって判明しており、それらを実際に調査することがで
きれば、より大きなまとまりとしての遺跡群のデータを得ることができると考えられる。
　同時に、このカルディヤ・ポクナ遺跡はすでに一部が発掘・修復されていることから、シー
ギリヤと組み合わせた観光名所としての開発や本格的な遺跡保護にも道が開けるのではないか
とも思われる。

●2013年隊の現地行動日誌

7月29日 先発の山本コロンボ着。隊装備の買い出しなど準備に当たる。
8月1日 松原コロンボ着。
8月2日 村井・須藤コロンボ着、隊に合流。山本、村井、須藤は調査地の地図購入のため地

理局へ。松原はコロンボ滞在中のNPO松山弥生理事とともに考古局へ向かい、デ
ィサナヤカ局長への挨拶と同行局員チンタカ氏との面談を行う。

8月3日 団体装備の買い出しを行う。
8月4日 杉木コロンボ着、全隊員が揃う。
8月5日 午前中、松原、須藤が考古局に出向き、入域場所、同行ガイド等について協議。夕

刻、在スリランカ日本大使館を全員で訪問、笹井一等書記官に挨拶と活動の説明を
行う。

8月6日 松原・山本・村井・須藤が入局管理局にてビザの延長申請を行う。
8月9日 早朝、全隊員に考古局チンタカ氏を加え考古局車両でコロンボを出発。途中で考古

局ジャヤラット氏が合流したほか、食料の買い出しを行い、夕刻シーギリヤの考古
局サーキットバンガローに到着。

8月10日 午前中、CCF（シーギリア博物館を管理する文化・国家遺産省の中央文化基金＝
Ministry of National Heritage and Cultural Afrs. Central Cultural Fund）の
事務所を訪問し、活動概要の説明を行う。協議の結果、CCFスタッフも一部調査
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に加わることになった。午後、ダンブッラ市街へ車で向かい当面の食料の買い出し
をする。

8月11日 午前中再びCCFの事務所を訪問後、車でヌワラガルカンダへ移動。途中でCCFガ
ミニ氏、ティラク氏と合流し、目的地へ向かう。午後は調査予定地付近の農家の出
作り小屋の庭先にテントでベースキャンプを設営した後、遺跡地点に向かい、建造
物跡Dの測量調査を行う。

8月12日 引き続き建造物跡Dとその周辺の測量調査。
8月13日 排水槽Aおよび建造物跡Cの測量調査を行う。
8月14日 午前はテラスEおよび建造物跡Fの測量調査を行い、午後は予定通り休息のためシ

ーギリヤの考古局バンガローへ戻る。
8月15日 午前はシーギリヤロックの外濠を見学した後、日本の援助で造られたというシーギ

リヤ博物館を見学させてもらう。その後、次の調査地について協議を行う。午後は
買い出しと休養。

8月16日 早朝、車で再びヌワラガルカンダへ移動し、調査を継続する。途中キャンプ地近く
の民家でお茶をごちそうになる。周辺の村人に遺跡の所在についての聞き込み調査
を行なった後、排水槽Gの測量調査を行う。

8月17日 B区域の測量を行い、ヌワラガルカンダの調査を終了。ベースキャンプで次の調査
地について協議。

8月18日 ベースキャンプから車でガルワッタヘーナ山麓の寺院に向かい、寺院から徒 歩で
岩陰遺跡群へ。各遺跡の測量調査を行う。予想より早く終了したので、隊員の疲労
を考慮し、翌日ベースキャンプを引き上げて1日早くシーギリヤの考古局バンガロ
ーへ戻ることとする。

8月19日 ベースキャンプを引き払い、間借りしていた出作り小屋の持ち主一家と別れ バン
ガローへ戻る。午後は再度CCF事務所で協議した結果、次の調査地をカルディア
ポクナとして、バンガローから毎日日帰りで行うことに決定。

8月20日 翌21日まで後半の調査に向けて準備と休養。
8月22日 カルディアポクナでの調査を開始。この日は寺院Aの測量を行う。
8月23日 E区域の測量を行う。この日はジャヤラット氏の親族も同行した。
8月24日 E区域の残りを測量した後、建造物跡B1の測量を行う。
8月25日 B区域の測量を終えた後、池C 、岩陰遺跡Dの測量調査を行い、全調査を終了。
8月26日 昼からシーギリヤ・ロックの見学。午後はバンガローの部屋の片付けを行い、夜は

考古局局員と打ち上げ。
8月27日 早朝からコロンボへ向けて出発。途中でジャヤラット氏と別れ、宿についたところ

でチンタカ氏と別れる。宿をとったあと日本の派遣本部へ調査終了を報告。
8月28日 夜、日本大使館の笹井一等書記官に招待され、氏のご自宅で夕食をご馳走になる。

活動の報告も食事中に行った。深夜の飛行機で杉木が帰国。
8月29日 須藤帰国。
9月1日 山本・村井帰国。
9月3日 松原帰国。
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